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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
日
程
表

実
施
地
区

実
　
施
　
月
　
日

受
付
時
間

接
種
会
　
場

一
回
目

二
回
目

川
治
・
八
箇
地
区

10
月
2
4
日
樹

11

月
7
日
團

！
　
－
　
　
　
　
　
入

～
2
時
30
分

川
治
公
貫
館

六
箇
小
学
校
区

10
月
2
7
貝
㈲

11

月
10
日
側

旧
一
！
イ
ー
　
　
4

～
1
時
　
分

六
・
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
、
2
　
1

～
2
時
2
0
分

野
中
小
学
校

飛
｝
小
学
校
区

10

月
28
日
図

H
月
U
日
㈹

z

｛
2

～
2
時
1
0
分

飛
　
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

　
0
乙
　
　
・

～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

　
2
　
　
V

イ

～
3
時

枯
木
又
分
校

鐙
島
小
学
校
区

10
月
3
0
日
困

11

月
B
日
困

午
嘩
2

～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

　
2
　
　
・

∠

～
3
時

真
田
小
学
校

下
条
小
学
校
区

10

月
31
日
囲

11
月
1
4
日
囲

後
1
～
2
時

分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
イ
2

～
2
時
0
分Z

東
下
組
小
学
校

川
治
・
八
箇
地
区

H
月
4
日
㈹

11

月
2
1
日
働

｛
1
～
2
時

分

川
治
公
民
館

東
小
学
校
区

午
後
1
・

～
　
　
2

分

東
　
小
　
学
　
校

十
日
町
地
区

H
月
5
日
困

H
月
1
9
日
困

午
後
1
・

～
2
時
つ
分分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

中
条
小
学
校
区

11

月
6
日
㈲

11
月
2
0
日
㈱

z
　
－

～
2
時

分

中
条
公
民
館

吉
田
小
学
校
区

11
月
1
1
日
㈹

11

月
2
5
日
㈹

午
後
1
時

～
1
時
5
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

薩
四
魏
分

名
ヶ
山
小
学
校
F

馬
場
小
学
校
区

11

月
1
4
日
働

n
月
％
日
囲

後
1
～
2
時
1
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

　
ワ
θ
　
㌧

∠～
2
時
　
分

珠
　
田
　
分
　
校

十
日
町
地
区

H
月
1
8
日
㈹

12

月
3
日
㈱

　
1
～
2
　
　
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
沢
小
学
校
区

n
月
2
1
日
囲

12

月
5
日
樹

後
1
・

～
2
時

分

水
沢
出
張
所

｝献血車日程一
ときio月28日／幻
　　看二肖fj1〔）日寺～午二後13日寺

ところ　睦織物㈱

とき1（｝月29口（水1

　　午前10時～午後3時
ところ　占沢織物掬

明日といわず今献血しましょう」

第3種郵便物認可）昭和55年10月10日

　
昭
和
五
十
五
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
右
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
、

◎
該
当
者
　
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
ま
で
の
人

◎
料
　
金
　
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
】
○
○
円
（
接
種
当
艮
持
参
）

◎
受
比
て
は
い
け
な
い
人
　
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者

　
　
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人

◎
注
意
事
項

　
○
前
β
入
浴
を
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
の
着
用

　
○
接
種
当
日
は
必
ず
体
温
測
定
（
朝
食
前
）

　
○
母
子
手
帳
、
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に

　
O
間
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

1
」

－
麟
鞭
翻
劇

　
市
で
は
保
育
所
入
所
児
の
欠
員
を

募
集
し
ま
す
、
入
所
希
望
者
は
所
定

の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
十
月
二
十

五
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
●
下
条
保
育
所
・
十
日
町
幼
児
園

・
四
日
町
保
育
園
－
…
各
、
、
歳
以
上

児
若
干
名
。

　
申
請
用
紙
及
び
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉

係
（
盈
七
1
．
、
二
』
番
内
線
二
一

五
）
へ
。

翻
　
　
⑦

　
　
家
　～いかのピカタ（黄金焼）和風・洋風～

　“いか“が安く、おいしい季1節となり主したか、和風

洋風の2種類の黄金焼を紹介し主す。

　　　　　　　＿　　　ロ作り方
　■材料と分量（4人剛）　　　．．＿、

を紹介し‡ミす。

　　ロ作り方
　　〔和風〕

「
　　腹の中を
　　衣分をふ
　　藺表裏と

　　に縦に浦

〔和風〕・州いかlt内蔵趨fiし、

腹の中を柔イ洗って1枚に開き
衣分をふきとる、，

121表裏と≠，庖rで軽くたたく様

に縦に浅く傷を・）ける（柔か、

仕Lげるたダ））

に引さら（二3．5cm1×5cmノ）土乏メゴ丹づ1二

2－3ヵ所浅乱切れ目を入れる、

　1焼いた時、身か縮長ぬ）

14泌かに軽て塩を！3の、両面に

小、受粉をまぶ1’溶き卵にくくし

中温に熱したフライパンに油を
しき両面一を実尭く。

（5〉おろし大根、おろししょうが、

しょうゆをあわせる。

〔洋風〕

（1）和風（3）までは同じ

（2〉塩、こしょう、ノ1・ 麦粉をまふ｛

し粉チーズを、～・りかけ、溶き卵

材　料 分量

〔和風1 †
い　　か 中2はい

塩 少　　　ヤ

小麦粉 適　　寛

溶き卵 1．5～2個

ザラダ油 人さし4

大根おろ1、 適　　冨

お7）し生姜 少　　　々

計
〔洋風〕

塩 少　　々

二しょう 少　　々

小麦粉 適　　宜

粉チーズ 〃

〔刻み一セリ

。溶き卵

少　　々

1．5～2個

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
L
町
俄
若
衆
連
中
　
一
万
四
干

二
百
六
卜
、
、
円
　
▼
旬
、
真
栄
社
六

千
四
百
八
わ
五
円
　
▼
鉢
真
生
会

．
．
。
万
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
V

千
円
　
▼
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
↑
日
町
市
農
協
、
卜
日
町
農
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
痔
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
』
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
」
　
　
‡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
度
一
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
量
う
多
つ
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
べ
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
鋤

N
認
鱒
鵠
睡
巽
賦
認
睡
謁
閥
認
瞬
圓
”
鯛
調
網
認
岡
認
岡
調
ー
認
闘
認
圓
”
岡
網
”
”
”
謎
岡
認
岡
認
岡
誕
閥
”
～
レ
・
一
岡
圓
認
鯛
調
図
昌
圓
”
”
國
認
圓
岡

　
福
祉
会
館
、
自
衛
隊
新
潟
県
隊
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
支
部
（
父
兄
会
）
　
五
万
五

　
r
円
－
…
チ
ャ
リ
、
丁
イ
益
金
　
　
　
　
　
▼
十
月
ニ
レ
．
．
、
日
困
　
午
前
九
時

リ
ウ
マ
チ
患
者
の
皆
様
ヘ

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
十
日
町
分
会
で

は
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
、
秋
の
親
睦
会

を
開
催
し
ま
す
．
当
日
は
春
の
総
会

で
の
講
演
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
小

　
交
通
遺
児
へ

　
▼
モ
ス
バ
…
ガ
ー
お
客
［
同

．
干
七
百
五
十
七
円

　
香
典
返
し

　
▼
阿
部
信
夫
　
　
　
　
．
．
．
）

万
円

．
㍍

冊
子
を
出
席
の
方
々
に
お
渡
し
い
た

し
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
十
月
十
二
日
圓
午
前
十
時

●
場
所
　
四
ッ
宮
荘
（
昼
食
は
用
意

い
た
し
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
今
月
の
納
税

＠
、勲
灘

㊥
．
7

セ
繍
｛

雛
尾

卜

醐調鳶．、

葡∫驚競
團
－
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
モ、

　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

㊥

鶴ド
5
窟
6
そ
る
げ
い

歯
ま
須
官
い
多
と

f
⑥

　
　
つ
』

験
赫
匝

ぢ
よ
　
　
、

（
齢
塵
銀
勧
難
、
騒

橿蟻
　　擁薯脚

・
納
期
限
十
月
三
十
一

日

～
午
後
．
．
一
時
ま
’
㌣
、
　
為
永
、
山
根
、

仙
之
山
、
平
、
漉
野
、
二
子
、
願
入
、

塩
野
　
▼
十
月
二
十
四
口
囲
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
新
光
寺

　
　
　
づ
ヒ
ガ
2

0
「
雪
の
克
服
と
利
用
」
を
テ
ー
－
マ

に
市
民
と
語
る
日
ゲ
池
σ
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
の
克
服
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ケ
に
し
、
滑
雪
屋
根
に
取
り
組
ん
で

い
る
阿
部
恵
一
さ
ん
．
柳
式
屋
根
融

雪
方
法
を
開
発
し
た
柳
雄
一
さ
ん
。

・
圭
り
合
理
的
な
流
雪
溝
の
ア
イ
デ
ア

を
出
さ
れ
た
太
田
玄
さ
ん
な
ど
多
彩

な
提
一
一
、
、
・
か
な
さ
れ
ま
し
た
。
僑
ー
の
克

服
と
利
用
は
、
市
の
最
も
基
本
的
な

課
題
て
・
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
と
市

民
が
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
あ
っ

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利言さ合法阿しは民雪　～　山1奪＋晶1　一 コツ 　　　（2臨・こしょう・小麦粉をまぶ
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誌

ノ！　4！イ横
を、憾隈融

醸．㌶嚢舞蕪麟

灘

薯

盛
嘱

瑠翻
＼

灘

臨
，

六箇森林公園武　道　館
十　日　町　公　園真田野球場（鉢）

県道斜1腓（停〉線改良下水道終末処理場

川治小学　校保健センター

恥
聯繍
．
恥
翻
騨
，
醐
畿
勲
狸

業事共盆
　
　
　
“

　
　
　
　

　
　
　
●●む
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種別 路線数 延長lm） 改良率 率

1　級 33 58，837 61．868．3

2　級 33 60，350 41．846．5

その他 817 334，379 11．230．5

計 883 453，566 20．936．8

市
措
q
輿
の
促
進

十
目
町
市
の
市
道
の
現
況
は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
年
次
的
な
計
画
に
よ
り
毎
年
改
良

や
舗
装
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
当
初
予
算
に
改
良
三
十
五
路
線

舗
装
二
十
八
路
線
を
計
上
し
て
工
事

を
施
行
中
で
す
。

　
市
道
改
良
事
業
を
施
行
す
る
に
は

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
必
要
な
わ
け

で
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の
点
が
重
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
留
意
く
だ
さ
い
。

一
、
市
道
改
良
予
算
が
議
会
で
承
認

　
さ
れ
る
こ
と
。

市
道
建
設

　
　
　
促
進
に

“

つ
い
て

こ
協
力
を
〃
”

｝
　
た
め
、

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
道
の
建
設
を
効
率
的
に
促
進
す
る

　
　
基
本
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
の

二
、
拡
幅
改
良
に
必
要
な
用
地
調
達

　
に
つ
い
て
地
権
者
の
賛
成
が
得
ら

　
れ
る
こ
と
。

三
、
市
道
と
い
う
公
共
事
業
で
あ
る

　
の
で
祖
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特

　
別
節
税
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
事
前

　
に
税
務
署
と
協
議
す
る
こ
と
．

四
、
関
係
者
や
地
域
住
民
の
強
力
な

　
推
進
体
制
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
是

　
非
必
要
で
あ
る
こ
と
．

”
夏
で
も
冬
で
も
車
で
通
勤
出
来
る

道
路
に
改
良
せ
よ
”
と
い
う
命
題
は

全
市
民
の
願
い
と
思
わ
れ
ま
す
．
無

雪
道
路
を
確
保
す
る
に
は
既
存
の
市

道
を
改
良
し
て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
が

稼
動
で
き
る
幅
員
が
必
要
で
す
。
し

た
が
っ
て
拡
幅
改
良
に
は
道
路
用
地

が
広
く
必
要
で
す
。
ま
た
無
理
な
カ

ー
ブ
の
少
な
い
真
っ
す
ぐ
な
方
線
も

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
市
道
改
良
費
が
予
算
化
さ
れ
な

が
ら
用
地
等
の
問
題
で
工
事
が
で
き

な
い
と
い
う
よ
う
な
路
線
を
つ
く
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
今
後
と
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
こ
理
解
と
・
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
は
、
み
な
さ
ん
の
幸
福
と
繁
栄

の
た
め
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
国
の
活
動

の
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
の

1㌔一1え7

　　　　　棄

静正語陽
　一　しろと
由隼　いう笑
美　　納　　顔
子　　税　　で
さ　　4
ん

大　　問体　　実たなみ　　かβ
いこ行と今施めどなこわ常
にの事な年し　’をさ　う　り生
吸機がつはて毎正んしあ活
収会実て　’い年しかたつに
しに施　’特まrく一ら身ても
て　’さ下にす税理仕近いい
くぜれの関　。を解組なまろ
だひま表係　　知しみ税すい
さ税すの団　　るてや金　。ろ
いの　。よ・体　　週い使に　　な
。知　　う等　　問たいつ　　面
　識　　なが　　一　だみい　　で
　を　　　週主　　　を　く　ち　て　　　か

　　　！

〈関東信越国税局佳作〉

行　　事　　名 月　　　日 時　　闘 場　　　所

奪霧幹齢部による 11．14樹 ．15：30～16130 スーパーライオン堂外

講蕪式と税務蕊団体合 11．13㈱ 13：00～17二〇〇 十β町繭工福祉会館

写箕パネル等の展示
11．1㈱～11．13㈱ 終日 スーパー福屋

11．14働～11．1細1 〃 スーパーライオン堂

税に関する標語の入選者表彰 11．12㈱ 午前中 入選中学校

各業種組合長との懇談会 11．14働 10：00～12：30 税務署会議室

薯議議所及ぴ商工会との 11．14棚 14；00～16：00 ”

租税教室（婦人学級） 11．17（月1 i3：30～15：30 〃

税埋士の「税の無料枢談」 11。12購。 9：00～主6：00 各税理士纂務所

β
常
生
活
に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か

か
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
身
近
な
税
金
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
か
ら
仕
組
み
や
使
い
み
ち

な
ど
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
「
税
を
知
る
週
問
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
特
に
関
係
団
体
等
が
主

体
と
な
っ
て
、
下
の
表
の
よ
う
な
週

問
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
税
の
知
識
を

大
い
に
吸
収
し
て
く
だ
さ
い
。

改
良
率
が
低
く
関
係
市
民
か
ら
の
改

良
・
舗
装
の
要
望
が
極
め
て
多
い
実

態
の
中
で
、
道
路
を
整
備
し
、
快
適

な
生
活
環
境
を
一
日
も
早
く
実
現
さ

せ
る
た
め
、
市
で
は
次
の
方
針
を
も

と
に
市
道
改
良
の
促
進
を
は
か
り
ま

す
。一
、
経
済
効
果
の
高
率
化
を
は
か
る

　
た
め
、
一
路
線
の
改
良
す
る
延
長

　
を
で
き
る
だ
け
長
く
す
る
。

二
、
総
花
的
工
事
施
行
を
さ
け
て
、

　
路
線
採
択
を
で
き
る
だ
け
し
ぼ
る
。

三
、
広
域
的
関
係
を
有
す
る
幹
線
的

　
な
市
道
を
重
点
と
し
て
完
了
す
る

　
よ
う
な
運
用
を
は
か
る
。

四
、
用
地
調
達
に
つ
い
て
地
権
者
を

　
は
じ
め
関
係
者
の
賛
成
が
得
ら
れ

　
る
路
線
か
ら
優
先
的
に
施
行
す
る
．

五
、
初
年
度
は
測
量
設
計
な
ど
の
計

　
画
を
策
定
し
、
租
税
特
別
措
置
法

　
に
よ
る
事
前
協
議
を
し
、
さ
ら
に

　
用
地
物
件
等
に
つ
き
関
係
者
と
の

　
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
も
の
か
ら

　
次
年
度
予
算
化
し
工
事
施
行
す
る

　
よ
う
な
方
式
を
と
る
。

税
を知
る
週
間

中学生の

「税に関する

　　標語』

入選作品

“
身
の
周
り

　
　
見
れ
ば

税
が
生
き
て
い
る
”

　
南
中
二
年

　
　
関
口
留
美
さ
ん

“
税
金
を

　
納
め
て
作
ろ
う

あ
な
た
の
明
日
を
”

　
吉
田
中
名
ケ
山
分
校
二
年

　
　
尾
身
　
健
さ
ん

“
税
金
は

　
み
ん
な
の
た
め
に

　
　
　
役
立
つ
お
金
”

　
南
中
櫛
年

爾棚婦入選作〉

基
蓋
弱
針
層
　
0
て

現
在
八
八
三
路
線
も
あ
る
市
道
は

大
津
利
之
さ
ん
什

てにの
～農業委員会～

昭
和
5
5
年
分
の
取
扱
い

　
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
、
昭
和
五

十
五
年
分
の
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る
小

作
料
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
昭
和
四
十
五
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
契
約
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
統
制
小
作
料
の
額
で
、
そ

の
後
の
契
約
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て

は
標
準
小
作
料
の
額
の
範
囲
内
で
、

貸
主
と
借
主
の
双
方
が
協
議
し
て
決

め
た
額
に
よ
り
ま
す
。

来
年
以
降
は

　
昭
和
五
十
六
年
分
の
小
作
料
に
つ

い
て
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、
今
年
度
．
中
に
改
訂
さ
れ
る
標
準

小
作
料
を
目
安
と
し
て
、
貸
主
と
借

主
の
双
方
が
協
議
し
て
決
め
る
額
に

よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
決
定
後

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

隣
劃
レ

　
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
場

合
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
前
の
事
前
転
用
は
絶
対
に
さ

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
農

地
法
の
改
正
に
よ
り
罰
則
も
強
化
さ

れ
、
事
前
転
用
の
罰
金
は
十
万
円
か

ら
百
万
円
以
下
に
な
り
ま
し
た
。
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　　下条地区

～11組52人が参加～

集
会
所
の
建
設
と
広
場
に

　
　
っ
い
て
　
　
（
貝
ノ
川
部
落
）

　
現
在
の
集
会
所
が
老
朽
化
し
、
さ

ら
に
狭
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
市

道
が
為
永
方
面
に
通
じ
る
こ
と
な
ど

が
関
係
し
、
現
在
の
広
場
が
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
建
て
替
え
の

際
に
は
、
あ
る
程
度
の
広
場
も
確
保

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
土
地
は
現

在
の
敷
地
と
交
換
で
求
め
た
。

　
　
　
　
地
元
で
は
、
集
会
所
の
建

設
を
、
市
の
単
独
事
業
で
あ
る
「
地

域
集
会
施
設
建
設
費
等
助
成
事
業
」

の
要
望
と
し
て
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、

　
．
鮭

規
模
等
を
み
る
と
、
県
単
の
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
、
農
林
課
と
協
議
の
上

県
に
上
げ
た
。
五
十
六
年
は
、
こ
れ

皿
本
に
し
ぼ
っ
て
い
る
の
で
多
分
大

丈
夫
だ
と
思
う
。

神
明
公
園
を

　
　
定
住
圏
構
想
の
中
に

　
　
　
　
　
（
畷
鯉
難
会
）

　
春
の
広
聴
会
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

定
住
圏
構
想
を
積
極
的
に
進
め
て
欲

し
い
。
地
主
か
ら
は
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
十
日

町
市
の
玄
関
口
と
し
て
の
地
域
は
、

戸
数
も
増
え
ず
さ
み
し
い
限
り
で
あ

り
、
若
者
の
定
着
も
お
ぼ
つ
か
な
い

の
で
、
十
日
町
の
観
光
の
一
環
と
し

て
神
明
公
園
の
大
規
模
の
開
発
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　
最
近
若
モ
つ
つ
で
は
あ
る

が
手
を
か
け
て
き
た
。
し
か
し
市
の

独
自
で
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
。

　
定
住
圏
構
想
の
指
定
を
来
年
受
け

る
よ
う
申
請
し
、
再
来
年
か
ら
着
手

に
な
る
。
ま
た
、
柏
崎
の
小
中
学
生

を
、
ス
キ
ー
場
に
日
帰
り
で
と
い
う

構
想
も
あ
る
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
今
年
度
初
め
て
企
画
し
た
移
動
市

民
と
語
る
日
は
、
水
沢
、
吉
田
、
下

条
の
三
地
区
で
、
三
十
二
組
、
百
八

十
五
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
来

年
度
以
降
も
よ
り
密
度
の
濃
い
“
市

民
と
語
る
日
”
を
考
え
て
ゆ
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
最
後
の
市
民
と
語

る
日
は
、
十
二
月
一
日
　
市
役
所
を

会
場
に
行
い
ま
す
。

の鯉鍋離矯撫響智1食肉調理

襲騙鑛駿鶏蔽鑑　講習会

　■日時　11月27日困午前10時～午後2時半

　□会場　市公民館（本館）

　　　第1実習室（1階）

　■定員　60名

　■講師　本間チエ先生

　　　（県生活改善専門技術員）

　■会費　無料

　■内容　講議、実習、試食（昼食会）懇談会

　■申込み・問い合わせ　11月20日までに市

　　　役所経済部商工課内消費者協会事務局

　　　へ（盈7－3111番内線266）

　■その他　エプ・ンと筆記用具を持参する

　　　こと。

（当日は参加者に食肉料理のテキストを無料

配付します。）

撫
嘉
竃
晃
置
モ
ラ

米
飯
給
食
が
始
ま
づ
た
②

　
（
中
条
小
四
年
生
の
こ
え
）

み
そ
し
る
。
つ
紗
麹
伏
好
惣

　
　
　
　
　
　
　
叢
名
舞
苧

　
私
隷
、
ご
飯
給
食
は
す
き
で
ず
。

で
も
、
だ
い
た
い
き
畜
鱒
訟
駒
継
、

ご
飯
給
食
φ
時
に
出
て
、
ご
飯
が
残

っ
て
し
衷
い
ま
す
。

　
私
が
、
ご
飯
の
時
に
ふ
さ
わ
毛
塾

と
思
う
の
は
、
お
み
そ
L
巻
4
つ
妙

物
、
サ
ラ
ダ
。
だ
い
た
い
こ
う
い
う

物
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
、

毎
臼
ご
飯
を
た
べ
た
い
藏

　
　
　
　
　
　
・
欝
、
・
編
養
灘
、
，
態
．

　
ご
飯
の
給
食
が
始
ま
づ
た
か
も
、
ト

私
ぽ
妻
綻
鰭
う
耗
し
い
肇
す
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ま
騰
灘
ン
ぞ
騰
捗
ど
碁
パ
，

蔭
瀦
減
ガ
サ
シ
瀞
つ
い
燦
ぐ
養
議

毎
蟄
鱒
惣
ず
．

・
議
璽
獄
、
τ
，
，
か
嚢

＝へ，

凝
域
が
な
い
の
寒
い
や
で
す
。

シリーズ

Nα21

とおガ夢3（3）

　ペロロロロじサロヨツツノロユコドペリドロコロドリココドドじじドロドロリリロロド

　降雪期を迎え、雪によるプ・パンガスの漏

洩爆発事故や燃料タンク（ホームタンク）の

配管破損事故の未然防止を！

　一雪おろしの際にプロパンガスボンベの

ホースがはずれ引火爆発した事故も今年の1

月にはありました。また積雪のため燃料タン

クの配管が破損し、危険物が漏洩した事故も

発生していることなどから、雪囲い等すると

き、ガスボンベや燃料タンク等に雪の重みが

かからないよう管理点検をしましょう。

　※ガス漏れ、危険物の漏れの発生した場合

は、火気を消しボンベ等のバルブをしめ消防

署、販売店に連絡してください。

パ
ン
が
劇
し
ゆ
・
，
か
ん
鑓
鱒
磯
ん
で

ご
飯
が
バ
ン
の
か
わ
り
に
な
っ
た
撫

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
［

　
で
き
た
ら
、
参
叢
驚
趨
、
、

　
て
、
毎
縫
ご
飯
を
た
べ
た
鱒
乏
態
い

享
．
卜
駕
義
．
．
㌘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
癒
櫛

、
ご
鍛
絵
食
雛
講
隷
灘
粥
始
璽

翫
盤
難
饗
∵

詫
も
う
灘
糀
霧
懸
響
塗

書
書
・
灘
灘
灘
疑
餐

、
梅
隷
雛
騒
欝
継

雛
難
雛

す
懸
き
た
ら
轍
し
ゅ
う
海
に
、
翼
・

璽
識
給
霧
あ
藪
鉱
嘉
構

を
婁
す
．
漏
鱗
雄
ギ
・
．
欝

鴻
電
雛
謹
鰍
難
瓢
．
簿
欝

　
　
　
　
　
　
縦
塾
驚
韓

難
雛
難
鱗
灘
灘

雛
灘
蕪
鷲
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種別 路線数 延長lm） 改良率 率

1　級 33 58，837 61．868．3

2　級 33 60，350 41．846．5

その他 817 334，379 11．230．5

計 883 453，566 20．936．8

市
措
q
輿
の
促
進

十
目
町
市
の
市
道
の
現
況
は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
年
次
的
な
計
画
に
よ
り
毎
年
改
良

や
舗
装
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
当
初
予
算
に
改
良
三
十
五
路
線

舗
装
二
十
八
路
線
を
計
上
し
て
工
事

を
施
行
中
で
す
。

　
市
道
改
良
事
業
を
施
行
す
る
に
は

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
必
要
な
わ
け

で
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の
点
が
重
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
留
意
く
だ
さ
い
。

一
、
市
道
改
良
予
算
が
議
会
で
承
認

　
さ
れ
る
こ
と
。

市
道
建
設

　
　
　
促
進
に

“

つ
い
て

こ
協
力
を
〃
”

｝
　
た
め
、

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
道
の
建
設
を
効
率
的
に
促
進
す
る

　
　
基
本
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
の

二
、
拡
幅
改
良
に
必
要
な
用
地
調
達

　
に
つ
い
て
地
権
者
の
賛
成
が
得
ら

　
れ
る
こ
と
。

三
、
市
道
と
い
う
公
共
事
業
で
あ
る

　
の
で
祖
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特

　
別
節
税
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
事
前

　
に
税
務
署
と
協
議
す
る
こ
と
．

四
、
関
係
者
や
地
域
住
民
の
強
力
な

　
推
進
体
制
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
是

　
非
必
要
で
あ
る
こ
と
．

”
夏
で
も
冬
で
も
車
で
通
勤
出
来
る

道
路
に
改
良
せ
よ
”
と
い
う
命
題
は

全
市
民
の
願
い
と
思
わ
れ
ま
す
．
無

雪
道
路
を
確
保
す
る
に
は
既
存
の
市

道
を
改
良
し
て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
が

稼
動
で
き
る
幅
員
が
必
要
で
す
。
し

た
が
っ
て
拡
幅
改
良
に
は
道
路
用
地

が
広
く
必
要
で
す
。
ま
た
無
理
な
カ

ー
ブ
の
少
な
い
真
っ
す
ぐ
な
方
線
も

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
市
道
改
良
費
が
予
算
化
さ
れ
な

が
ら
用
地
等
の
問
題
で
工
事
が
で
き

な
い
と
い
う
よ
う
な
路
線
を
つ
く
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
今
後
と
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
こ
理
解
と
・
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
は
、
み
な
さ
ん
の
幸
福
と
繁
栄

の
た
め
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
国
の
活
動

の
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
の

1㌔一1え7

　　　　　棄

静正語陽
　一　しろと
由隼　いう笑
美　　納　　顔
子　　税　　で
さ　　4
ん

大　　問体　　実たなみ　　かβ
いこ行と今施めどなこわ常
にの事な年し　’をさ　う　り生
吸機がつはて毎正んしあ活
収会実て　’い年しかたつに
しに施　’特まrく一ら身ても
て　’さ下にす税理仕近いい
くぜれの関　。を解組なまろ
だひま表係　　知しみ税すい
さ税すの団　　るてや金　。ろ
いの　。よ・体　　週い使に　　な
。知　　う等　　問たいつ　　面
　識　　なが　　一　だみい　　で
　を　　　週主　　　を　く　ち　て　　　か

　　　！

〈関東信越国税局佳作〉

行　　事　　名 月　　　日 時　　闘 場　　　所

奪霧幹齢部による 11．14樹 ．15：30～16130 スーパーライオン堂外

講蕪式と税務蕊団体合 11．13㈱ 13：00～17二〇〇 十β町繭工福祉会館

写箕パネル等の展示
11．1㈱～11．13㈱ 終日 スーパー福屋

11．14働～11．1細1 〃 スーパーライオン堂

税に関する標語の入選者表彰 11．12㈱ 午前中 入選中学校

各業種組合長との懇談会 11．14働 10：00～12：30 税務署会議室

薯議議所及ぴ商工会との 11．14棚 14；00～16：00 ”

租税教室（婦人学級） 11．17（月1 i3：30～15：30 〃

税埋士の「税の無料枢談」 11。12購。 9：00～主6：00 各税理士纂務所

β
常
生
活
に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か

か
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
身
近
な
税
金
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
か
ら
仕
組
み
や
使
い
み
ち

な
ど
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
「
税
を
知
る
週
問
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
特
に
関
係
団
体
等
が
主

体
と
な
っ
て
、
下
の
表
の
よ
う
な
週

問
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
税
の
知
識
を

大
い
に
吸
収
し
て
く
だ
さ
い
。

改
良
率
が
低
く
関
係
市
民
か
ら
の
改

良
・
舗
装
の
要
望
が
極
め
て
多
い
実

態
の
中
で
、
道
路
を
整
備
し
、
快
適

な
生
活
環
境
を
一
日
も
早
く
実
現
さ

せ
る
た
め
、
市
で
は
次
の
方
針
を
も

と
に
市
道
改
良
の
促
進
を
は
か
り
ま

す
。一
、
経
済
効
果
の
高
率
化
を
は
か
る

　
た
め
、
一
路
線
の
改
良
す
る
延
長

　
を
で
き
る
だ
け
長
く
す
る
。

二
、
総
花
的
工
事
施
行
を
さ
け
て
、

　
路
線
採
択
を
で
き
る
だ
け
し
ぼ
る
。

三
、
広
域
的
関
係
を
有
す
る
幹
線
的

　
な
市
道
を
重
点
と
し
て
完
了
す
る

　
よ
う
な
運
用
を
は
か
る
。

四
、
用
地
調
達
に
つ
い
て
地
権
者
を

　
は
じ
め
関
係
者
の
賛
成
が
得
ら
れ

　
る
路
線
か
ら
優
先
的
に
施
行
す
る
．

五
、
初
年
度
は
測
量
設
計
な
ど
の
計

　
画
を
策
定
し
、
租
税
特
別
措
置
法

　
に
よ
る
事
前
協
議
を
し
、
さ
ら
に

　
用
地
物
件
等
に
つ
き
関
係
者
と
の

　
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
も
の
か
ら

　
次
年
度
予
算
化
し
工
事
施
行
す
る

　
よ
う
な
方
式
を
と
る
。

税
を知
る
週
間

中学生の

「税に関する

　　標語』

入選作品

“
身
の
周
り

　
　
見
れ
ば

税
が
生
き
て
い
る
”

　
南
中
二
年

　
　
関
口
留
美
さ
ん

“
税
金
を

　
納
め
て
作
ろ
う

あ
な
た
の
明
日
を
”

　
吉
田
中
名
ケ
山
分
校
二
年

　
　
尾
身
　
健
さ
ん

“
税
金
は

　
み
ん
な
の
た
め
に

　
　
　
役
立
つ
お
金
”

　
南
中
櫛
年

爾棚婦入選作〉

基
蓋
弱
針
層
　
0
て

現
在
八
八
三
路
線
も
あ
る
市
道
は

大
津
利
之
さ
ん
什

てにの
～農業委員会～

昭
和
5
5
年
分
の
取
扱
い

　
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
、
昭
和
五

十
五
年
分
の
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る
小

作
料
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
昭
和
四
十
五
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
契
約
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
統
制
小
作
料
の
額
で
、
そ

の
後
の
契
約
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て

は
標
準
小
作
料
の
額
の
範
囲
内
で
、

貸
主
と
借
主
の
双
方
が
協
議
し
て
決

め
た
額
に
よ
り
ま
す
。

来
年
以
降
は

　
昭
和
五
十
六
年
分
の
小
作
料
に
つ

い
て
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、
今
年
度
．
中
に
改
訂
さ
れ
る
標
準

小
作
料
を
目
安
と
し
て
、
貸
主
と
借

主
の
双
方
が
協
議
し
て
決
め
る
額
に

よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
決
定
後

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

隣
劃
レ

　
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
場

合
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
前
の
事
前
転
用
は
絶
対
に
さ

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
農

地
法
の
改
正
に
よ
り
罰
則
も
強
化
さ

れ
、
事
前
転
用
の
罰
金
は
十
万
円
か

ら
百
万
円
以
下
に
な
り
ま
し
た
。
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　　下条地区

～11組52人が参加～

集
会
所
の
建
設
と
広
場
に

　
　
っ
い
て
　
　
（
貝
ノ
川
部
落
）

　
現
在
の
集
会
所
が
老
朽
化
し
、
さ

ら
に
狭
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
市

道
が
為
永
方
面
に
通
じ
る
こ
と
な
ど

が
関
係
し
、
現
在
の
広
場
が
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
建
て
替
え
の

際
に
は
、
あ
る
程
度
の
広
場
も
確
保

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
土
地
は
現

在
の
敷
地
と
交
換
で
求
め
た
。

　
　
　
　
地
元
で
は
、
集
会
所
の
建

設
を
、
市
の
単
独
事
業
で
あ
る
「
地

域
集
会
施
設
建
設
費
等
助
成
事
業
」

の
要
望
と
し
て
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、

　
．
鮭

規
模
等
を
み
る
と
、
県
単
の
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
、
農
林
課
と
協
議
の
上

県
に
上
げ
た
。
五
十
六
年
は
、
こ
れ

皿
本
に
し
ぼ
っ
て
い
る
の
で
多
分
大

丈
夫
だ
と
思
う
。

神
明
公
園
を

　
　
定
住
圏
構
想
の
中
に

　
　
　
　
　
（
畷
鯉
難
会
）

　
春
の
広
聴
会
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

定
住
圏
構
想
を
積
極
的
に
進
め
て
欲

し
い
。
地
主
か
ら
は
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
十
日

町
市
の
玄
関
口
と
し
て
の
地
域
は
、

戸
数
も
増
え
ず
さ
み
し
い
限
り
で
あ

り
、
若
者
の
定
着
も
お
ぼ
つ
か
な
い

の
で
、
十
日
町
の
観
光
の
一
環
と
し

て
神
明
公
園
の
大
規
模
の
開
発
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　
最
近
若
モ
つ
つ
で
は
あ
る

が
手
を
か
け
て
き
た
。
し
か
し
市
の

独
自
で
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
。

　
定
住
圏
構
想
の
指
定
を
来
年
受
け

る
よ
う
申
請
し
、
再
来
年
か
ら
着
手

に
な
る
。
ま
た
、
柏
崎
の
小
中
学
生

を
、
ス
キ
ー
場
に
日
帰
り
で
と
い
う

構
想
も
あ
る
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
今
年
度
初
め
て
企
画
し
た
移
動
市

民
と
語
る
日
は
、
水
沢
、
吉
田
、
下

条
の
三
地
区
で
、
三
十
二
組
、
百
八

十
五
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
来

年
度
以
降
も
よ
り
密
度
の
濃
い
“
市

民
と
語
る
日
”
を
考
え
て
ゆ
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
最
後
の
市
民
と
語

る
日
は
、
十
二
月
一
日
　
市
役
所
を

会
場
に
行
い
ま
す
。

の鯉鍋離矯撫響智1食肉調理

襲騙鑛駿鶏蔽鑑　講習会

　■日時　11月27日困午前10時～午後2時半

　□会場　市公民館（本館）

　　　第1実習室（1階）

　■定員　60名

　■講師　本間チエ先生

　　　（県生活改善専門技術員）

　■会費　無料

　■内容　講議、実習、試食（昼食会）懇談会

　■申込み・問い合わせ　11月20日までに市

　　　役所経済部商工課内消費者協会事務局

　　　へ（盈7－3111番内線266）

　■その他　エプ・ンと筆記用具を持参する

　　　こと。

（当日は参加者に食肉料理のテキストを無料

配付します。）

撫
嘉
竃
晃
置
モ
ラ

米
飯
給
食
が
始
ま
づ
た
②

　
（
中
条
小
四
年
生
の
こ
え
）

み
そ
し
る
。
つ
紗
麹
伏
好
惣

　
　
　
　
　
　
　
叢
名
舞
苧

　
私
隷
、
ご
飯
給
食
は
す
き
で
ず
。

で
も
、
だ
い
た
い
き
畜
鱒
訟
駒
継
、

ご
飯
給
食
φ
時
に
出
て
、
ご
飯
が
残

っ
て
し
衷
い
ま
す
。

　
私
が
、
ご
飯
の
時
に
ふ
さ
わ
毛
塾

と
思
う
の
は
、
お
み
そ
L
巻
4
つ
妙

物
、
サ
ラ
ダ
。
だ
い
た
い
こ
う
い
う

物
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
、

毎
臼
ご
飯
を
た
べ
た
い
藏

　
　
　
　
　
　
・
欝
、
・
編
養
灘
、
，
態
．

　
ご
飯
の
給
食
が
始
ま
づ
た
か
も
、
ト

私
ぽ
妻
綻
鰭
う
耗
し
い
肇
す
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ま
騰
灘
ン
ぞ
騰
捗
ど
碁
パ
，

蔭
瀦
減
ガ
サ
シ
瀞
つ
い
燦
ぐ
養
議

毎
蟄
鱒
惣
ず
．

・
議
璽
獄
、
τ
，
，
か
嚢

＝へ，

凝
域
が
な
い
の
寒
い
や
で
す
。

シリーズ
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　ペロロロロじサロヨツツノロユコドペリドロコロドリココドドじじドロドロリリロロド

　降雪期を迎え、雪によるプ・パンガスの漏

洩爆発事故や燃料タンク（ホームタンク）の

配管破損事故の未然防止を！

　一雪おろしの際にプロパンガスボンベの

ホースがはずれ引火爆発した事故も今年の1

月にはありました。また積雪のため燃料タン

クの配管が破損し、危険物が漏洩した事故も

発生していることなどから、雪囲い等すると

き、ガスボンベや燃料タンク等に雪の重みが

かからないよう管理点検をしましょう。

　※ガス漏れ、危険物の漏れの発生した場合

は、火気を消しボンベ等のバルブをしめ消防

署、販売店に連絡してください。

パ
ン
が
劇
し
ゆ
・
，
か
ん
鑓
鱒
磯
ん
で

ご
飯
が
バ
ン
の
か
わ
り
に
な
っ
た
撫

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
［

　
で
き
た
ら
、
参
叢
驚
趨
、
、

　
て
、
毎
縫
ご
飯
を
た
べ
た
鱒
乏
態
い

享
．
卜
駕
義
．
．
㌘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
癒
櫛

、
ご
鍛
絵
食
雛
講
隷
灘
粥
始
璽

翫
盤
難
饗
∵

詫
も
う
灘
糀
霧
懸
響
塗

書
書
・
灘
灘
灘
疑
餐

、
梅
隷
雛
騒
欝
継

雛
難
雛

す
懸
き
た
ら
轍
し
ゅ
う
海
に
、
翼
・

璽
識
給
霧
あ
藪
鉱
嘉
構

を
婁
す
．
漏
鱗
雄
ギ
・
．
欝

鴻
電
雛
謹
鰍
難
瓢
．
簿
欝

　
　
　
　
　
　
縦
塾
驚
韓

難
雛
難
鱗
灘
灘

雛
灘
蕪
鷲
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＿．＿署．＿＿　～コモ親善使節団が帰国～

脊後はく暑望募響嘉＞を〃

　
昭
和
五
十
年
二
月
、
当
市
と
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
以
来
は
じ
め
て
の
公
式
親
善
使
節
団
（
団
長

諸
里
市
長
）
の
㎜
行
十
九
名
は
、
十
月
二
十
三
・
四
日
の
二

日
間
の
公
式
訪
問
の
日
程
を
終
え
二
十
七
日
帰
国
し
ま
し
た
．

　
一
行
は
、
公
式
会
見
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
各
種
展
示
会
見

学
、
繊
維
学
院
や
工
場
視
察
1
－
な
ど
二
日
間
と
い
う
短
か

い
日
程
の
中
で
世
界
的
な
絹
織
物
の
生
産
地
と
し
て
、
ま
た

観
光
都
市
と
し
て
の
コ
モ
市
を
視
察
し
両
市
が
と
も
に
文
化
、

産
業
、
経
済
な
ど
姉
妹
都
市
と
し
て
の
友
情
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ベ
ル
ガ
ー
・

と
の
姉
妹
都
市
－
1
西
ド
イ
ツ
）

ス
パ
リ
ー
ノ
・
コ
モ
市
長
の
会
見
式

　
　
二
十
四
日
午
前
九

時
か
ら
コ
モ
市
議
会

議
場
に
於
い
て
諸
里

　
十
日
町
市
長
、
ハ
ン

フ
ル
ダ
市
長
（
コ
モ
市

が
行
わ
れ
、
諸
里
市
長
が
「
ス
パ
リ

ー
ノ
市
長
御
夫
妻
な
ら
び
に
関
係
各

位
の
十
日
町
市
訪
問
に
つ
い
て
正
式

に
御
招
請
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
の
に
っ
い
で
ス
パ
リ
ー
イ
コ
モ
市

長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

若
者
の
交
流
を
ス
ヂ
荊
罫

　
皆
様
の
御
訪
問
は
、
一
九
七
五
年

の
姉
妹
都
市
の
協
約
を
一
層
堅
固
な

も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
於

い
て
、
織
物
生
産
業
界
は
国
際
競
争

の
増
大
と
保
護
主
義
へ
の
脅
威
に
包

囲
さ
れ
攻
撃
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
う

し
た
情
況
の
中
に
、
皆
様
を
迎
え
る

こ
と
は
一
見
矛
盾
し
て
見
え
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

達
は
、
個
人
、
市
、
そ
し
て
国
民
の

個
性
は
、
新
し
く
か
つ
間
断
な
き
人

間
的
目
標
へ
の
探
求
を
経
て
、
形
成

さ
れ
発
展
し
て
ゆ
く
も
の
と
確
信
し

ま
す
．
私
達
は
、
経
験
の
交
換
、
他

の
人
々
の
門
戸
を
開
く
こ
と
、
そ
し

て
技
術
設
備
の
使
用
を
、
尽
き
る
こ

と
の
な
い
人
間
の
創
造
性
と
尊
厳
に

従
属
さ
せ
る
こ
と
に
於
い
て
結
束
す

る
こ
と
こ
そ
が
人
類
を
よ
り
良
く
導

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
各
国
民
が
、
自
分
達
の
歴
史
や
将

来
の
計
画
に
従
い
、
姉
妹
都
市
と
し

て
の
第
一
の
目
標
ー
自
由
と
正
義

に
於
け
る
平
和
の
防
御
と
普
及
に
寄

与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
切
迫
す
る
時
代
は
、
私
達
、
そ
し

て
他
の
国
々
に
と
っ
て
も
決
定
的
な

も
の
に
な
り
得
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
に
若

者
達
の
間
で
、
こ
の
私
達
の
関
係
を

一
層
強
固
に
し
、
普
及
さ
せ
て
ゆ
く

た
め
、
よ
り
適
切
な
方
法
と
形
態
を

皆
様
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
を
提

案
い
た
し
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
コ
モ
市
に
於
い
て

と
り
わ
け
二
つ
の
事
柄
に
大
き
な
感

激
を
も
ち
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
コ
モ
市
が
余
り
に
も

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

伝
統
的
風
物
や
歴
史
に
彩
ら
れ
た
由

緒
あ
る
建
物
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、

美
し
い
完
壁
な
美
的
融
合
を
見
せ
て

い
る
こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
繊
維
大

学
で
す
。
　
”
絹
”
と
い
う
最
も
素
晴

る魅

輝い
　
　
ぼ「

↑↓繊維大学

ら
し
い
、
最
も
古
典
的
素
材
を
現
代

に
活
か
し
て
ゆ
く
真
摯
で
ひ
た
む
き

な
努
力
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
約
千
五
百
名
の
若
者
が
染
色
、

織
物
、
デ
ザ
イ
ン
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
ス
パ
リ
ー
ノ
・
コ
モ

市
長
は
「
若
者
の
交
流
」
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
問
題
で
あ
る
考
齢
化
社

会
へ
の
対
応
は
若
者
対
策
に
あ
り
ま

す
．
産
業
に
新
し
い
灯
を
揚
げ
国
際

化
社
会
に
対
応
し
、
世
界
経
済
の
流

れ
の
中
で
躍
動
す
る
次
代
の
青
年
を

養
う
こ
と
は
価
値
あ
る
試
み
と
考
え
、

若
者
が
交
流
す
る
に
可
能
な
環
境
を

造
り
出
す
た
め
、
よ
り
良
く
、
よ
り

具
体
的
な
方
途
に
つ
い
て
早
速
検
討

し
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
こ
の
た
び

の
訪
問
で
、
西
ド
イ
ツ
・
フ

ル
ダ
市
長
と
席
を
同
じ
く
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

事
の
是
非
は
別
と
し
て
、
伊
・

独
・
日
ー
こ
の
三
国
は
確

か
に
因
縁
の
あ
っ
た
国
々
で

す
が
、
同
じ
繊
維
産
業
に
生

き
る
三
市
が
国
際
競
争
と
い

う
枠
を
越
え
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
も
た
ら
す
生
活
文
化
に

つ
い
て
よ
り
高
い
理
想
を
掲
げ
、
切

瑳
琢
磨
し
て
ゆ
く
こ
と
は
意
義
あ
る

こ
と
だ
と
信
じ
ま
す
．

スパリーノ・コモ市長（中央）ハンベルガー・フルタ市長（右）

　
コ
モ
市
は
実
に
美
し
い
。
そ
し
て

コ
モ
市
民
は
他
の
誰
よ
り
も
美
し
い

も
の
が
何
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
は
、
コ
モ
市
民
そ
の
も
の
が
私
達

に
は
最
も
美
し
い
存
在
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
心
に
残
っ
た
コ
モ
市
と
コ
モ
市
民

と
の
ふ
れ
合
い
は
、
期
間
に
関
係
な

く
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（写真は十日町新聞社、サンケイ新聞十日町通信部の両社から提供いただきました）
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コモ市に第1歩↑

凝　
昭
和
五
十
年
に
十
日
町
市

と
コ
モ
市
が
姉
妹
都
市
に
な

っ
て
か
ら
の
五
年
間
、
ず
っ

と
文
通
を
し
続
け
て
い
る
の

　
　
本
町
七
丁
目
二
に
住
む

木
内
聡
子
さ
ん
（
15
歳
・
十

日
町
中
学
校
三
年
）
で
す
。

　
相
手
は
コ
モ
市
に
住
む
、

テ
ウ
ラ
。
ク
レ
リ
チ
さ
ん
（
十

四
歳
）
。
ー
写
真
左
下
の
右
ー

“
日
本
を
知
り
た
い
”
　
、

ラ
さ
ん
が
五
年
前
に
ぺ

離れた2人にも
　　　　友情が

　
　
　
　
　
↓

　
　
民
族
衣
装
・
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
に
よ
り

　
　
　
使
節
団
を
歓
迎

　
今
回
の
使
節
団
一
行
は
、
聡
子
さ

　
　
　
ロ

ん
か
ら
ラ
ウ
ラ
さ
ん
へ
の
贈
り
物
も

運
び
ま
し
た
。

ラ
ウ
ラ
さ
ん
は
「
ど
う
し
て
も
十
日

町
に
行
き
た
い
、
行
っ
て
サ
ト
コ
さ

ん
に
合
っ
て
お
話
し
が
し
た
い
。
」

と
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
聡
子
さ
ん
は
，
「
年
に
四
～
五
回
位

手
紙
を
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
、
二
～
三
回
贈
り
物
を
も

ら
っ
た
り
送
っ
た
り
…
…
。
わ
た
し

も
彼
女
に
す
ご
く
あ
い
た
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
言
葉
も
ち
が
う
、
遠
く
離
れ
て
い

る
二
人
が
、
十
日
町
市
と
コ
モ
市
の

姉
妹
都
市
と
し
て
の
関
係
を
深
く
結

ん
で
い
る
こ
と
に
心
暖
ま
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

コモ市最大の

織物工場→

ー
「
コ
モ
市
へ
の
贈
り
も
の
」
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
レ
う
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
フ
岬
レ
ン
ド

を
捜
し
て
ほ
し
い
と
前
春
日
市
長
に

言
っ
て
来
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の

時
は
四
～
五
人
が
希
望
し
、
文
通
し

た
そ
う
で
す
が
、
今
は
聡
子
さ
ん
だ

け
が
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

↓ラウラ・クレチナさん

　祖国べトナムを捨て、小さなボートで海をさま

よ一、ていたべトナム難民60名が救助されて現在柏

崎市の力トリック海の家で生活しています。

　初めて日本の厳しい冬を迎える彼ら救援のため

に、国際的にも高く評価されているオルガニスト

・・エジディオ・B・マンドゥキ（イタリア・ボロ

ニア市の聖アントニオ大聖堂専属オルガニスト）、、

のコンサートを開催します。

●日　時　11月27日（木）午後7時より

●会　場　市民会館ホール

●入場料　1，000円

●プレィガイド　イトー楽器、オギノ楽器店、朝

　　日堂、カワジ時計店、ハトヤ・ミヤコヤ・大

　　万書店、野上書店

主催（問い合わせ）

　●十日町力トリック教会（豊2－3466番）

　●カリタスジャパン長岡支部

こ㈲“

リ＿ズ照20》
十
日
町
公
民
館
設
立

昭
和
2
2
年
1
1
月
1
日

“
荒
廃
の
中
か
ら
”

　
摩
館
長
さ
ん
、
お
寺
へ
謝
ま
り
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
急
ぎ
で
”
私

の
家
に
飛
び
込
ん
で
来
た
の
は
、
今

は
亡
き
昭
和
亭
の
酒
井
梅
吉
君
だ
っ

た
。
二
人
と
も
今
で
言
え
ば
、
無
報

酬
の
公
民
館
係
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
あ
る
。

有
無
を
言
わ
さ
ず
、
水
月
庵
ま
で
つ

れ
て
い
か
れ
た
。
さ
あ
大
変
、
前
日

午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
、
公
民
館
に

措
り
た
お
寺
の
入
口
か
ら
大
廊
下
が

雪
下
駄
の
跡
で
穴
だ
ら
け
に
汚
れ
て

い
る
．
西
郷
さ
ん
の
お
婆
ち
ゃ
ん
に

平
身
低
頭
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ

た
。
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
る
。
何
ん
で
も
初
雪
の
あ
っ
た

あ
と
に
、
派
出
な
開
館
式
と
持
ち
寄

り
演
芸
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
本
堂

を
埋
め
つ
く
し
た
観
衆
が
ゴ
ッ
タ
返

え
し
た
、
そ
の
後
始
末
で
あ
る
。

　
“
山
内
君
、
キ
ミ
が
最
適
任
だ
か

ら
、
公
民
館
と
い
う
の
を
始
め
て
く

れ
給
え
、
一
切
は
君
に
委
せ
る
か
ら

ね
”
終
戦
直
後
の
荒
廃
し
た
、
物
心

と
も
貧
窮
の
ど
ん
底
で
「
公
民
館
の

し
お
り
」
と
い
う
文
部
省
か
ら
の
指

針
が
町
役
場
に
届
い
た
。
町
長
に
就

任
し
た
ば
か
り
の
中
山
竜
次
さ
ん
は
、

偉
い
ワ
ン
マ
ン
町
長
さ
ん
だ
か
ら
、

命
令
さ
れ
た
ら
“
ノ
ー
”
－
は
な
い
。

「
公
民
館
は
町
の
茶
の
間
」
を
合
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

葉
に
、
十
日
町
の
大
人
の
学
校
が
始

ま
っ
た
。
県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

開
館
し
た
の
は
い
い
が
、
人
な
し
、

場
所
な
し
、
カ
ネ
な
し
、
物
な
し
、

方
法
な
し
、
教
材
な
し
の
正
に
六
無

斉
だ
っ
た
。
よ
く
県
に
通
っ
た
し
、

先
進
地
の
長
野
県
下
と
関
東
一
円
を

視
察
し
た
。
県
下
の
多
く
の
市
町
村

に
設
置
さ
れ
て
も
「
ブ
ラ
リ
」
　
「
ダ

ラ
リ
」
「
ネ
ム
リ
」
公
民
館
の
看
板

だ
け
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
双
葉
よ

り
芳
し
く
十
日
町
公
民
館
は
、
優
秀

公
民
館
で
県
表
彰
を
受
け
た
。
も
っ

ぱ
ら
ア
ゴ
と
脚
で
行
動
し
た
成
果
で

あ
る
。
成
人
、
婦
人
、
青
年
講
座
、

読
書
と
娯
楽
、
大
人
の
学
校
、
文
化

協
会
で
夜
遅
く
ま
で
飲
み
な
が
ら
明

日
の
十
日
町
を
夢
見
な
が
ら
、
真
剣

だ
っ
た
。

　
い
ま
、
考
え
て
み
た
ら
、
あ
れ
か

ら
三
十
三
年
た
っ
た
。
当
時
社
会
教

育
施
設
と
し
て
欲
し
か
っ
た
も
の
、

い
ま
だ
に
無
い
の
は
図
書
館
と
休
憩

所
の
散
在
す
る
山
の
手
公
園
だ
け
に

な
っ
た
。
夢
が
半
世
紀
を
た
た
な
い

う
ち
に
実
現
す
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と

う
に
夢
の
よ
う
だ
。
十
日
町
は
将
来

見
込
み
の
あ
る
よ
い
街
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
本
町
二
　
山
内
正
豊
）
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昭
和
五
十
年
二
月
、
当
市
と
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
以
来
は
じ
め
て
の
公
式
親
善
使
節
団
（
団
長

諸
里
市
長
）
の
㎜
行
十
九
名
は
、
十
月
二
十
三
・
四
日
の
二

日
間
の
公
式
訪
問
の
日
程
を
終
え
二
十
七
日
帰
国
し
ま
し
た
．

　
一
行
は
、
公
式
会
見
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
各
種
展
示
会
見

学
、
繊
維
学
院
や
工
場
視
察
1
－
な
ど
二
日
間
と
い
う
短
か

い
日
程
の
中
で
世
界
的
な
絹
織
物
の
生
産
地
と
し
て
、
ま
た

観
光
都
市
と
し
て
の
コ
モ
市
を
視
察
し
両
市
が
と
も
に
文
化
、

産
業
、
経
済
な
ど
姉
妹
都
市
と
し
て
の
友
情
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ベ
ル
ガ
ー
・

と
の
姉
妹
都
市
－
1
西
ド
イ
ツ
）

ス
パ
リ
ー
ノ
・
コ
モ
市
長
の
会
見
式

　
　
二
十
四
日
午
前
九

時
か
ら
コ
モ
市
議
会

議
場
に
於
い
て
諸
里

　
十
日
町
市
長
、
ハ
ン

フ
ル
ダ
市
長
（
コ
モ
市

が
行
わ
れ
、
諸
里
市
長
が
「
ス
パ
リ

ー
ノ
市
長
御
夫
妻
な
ら
び
に
関
係
各

位
の
十
日
町
市
訪
問
に
つ
い
て
正
式

に
御
招
請
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
の
に
っ
い
で
ス
パ
リ
ー
イ
コ
モ
市

長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

若
者
の
交
流
を
ス
ヂ
荊
罫

　
皆
様
の
御
訪
問
は
、
一
九
七
五
年

の
姉
妹
都
市
の
協
約
を
一
層
堅
固
な

も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
於

い
て
、
織
物
生
産
業
界
は
国
際
競
争

の
増
大
と
保
護
主
義
へ
の
脅
威
に
包

囲
さ
れ
攻
撃
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
う

し
た
情
況
の
中
に
、
皆
様
を
迎
え
る

こ
と
は
一
見
矛
盾
し
て
見
え
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

達
は
、
個
人
、
市
、
そ
し
て
国
民
の

個
性
は
、
新
し
く
か
つ
間
断
な
き
人

間
的
目
標
へ
の
探
求
を
経
て
、
形
成

さ
れ
発
展
し
て
ゆ
く
も
の
と
確
信
し

ま
す
．
私
達
は
、
経
験
の
交
換
、
他

の
人
々
の
門
戸
を
開
く
こ
と
、
そ
し

て
技
術
設
備
の
使
用
を
、
尽
き
る
こ

と
の
な
い
人
間
の
創
造
性
と
尊
厳
に

従
属
さ
せ
る
こ
と
に
於
い
て
結
束
す

る
こ
と
こ
そ
が
人
類
を
よ
り
良
く
導

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
各
国
民
が
、
自
分
達
の
歴
史
や
将

来
の
計
画
に
従
い
、
姉
妹
都
市
と
し

て
の
第
一
の
目
標
ー
自
由
と
正
義

に
於
け
る
平
和
の
防
御
と
普
及
に
寄

与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
切
迫
す
る
時
代
は
、
私
達
、
そ
し

て
他
の
国
々
に
と
っ
て
も
決
定
的
な

も
の
に
な
り
得
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
に
若

者
達
の
間
で
、
こ
の
私
達
の
関
係
を

一
層
強
固
に
し
、
普
及
さ
せ
て
ゆ
く

た
め
、
よ
り
適
切
な
方
法
と
形
態
を

皆
様
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
を
提

案
い
た
し
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
コ
モ
市
に
於
い
て

と
り
わ
け
二
つ
の
事
柄
に
大
き
な
感

激
を
も
ち
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
コ
モ
市
が
余
り
に
も

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

伝
統
的
風
物
や
歴
史
に
彩
ら
れ
た
由

緒
あ
る
建
物
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、

美
し
い
完
壁
な
美
的
融
合
を
見
せ
て

い
る
こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
繊
維
大

学
で
す
。
　
”
絹
”
と
い
う
最
も
素
晴

る魅

輝い
　
　
ぼ「

↑↓繊維大学

ら
し
い
、
最
も
古
典
的
素
材
を
現
代

に
活
か
し
て
ゆ
く
真
摯
で
ひ
た
む
き

な
努
力
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
約
千
五
百
名
の
若
者
が
染
色
、

織
物
、
デ
ザ
イ
ン
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
ス
パ
リ
ー
ノ
・
コ
モ

市
長
は
「
若
者
の
交
流
」
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
問
題
で
あ
る
考
齢
化
社

会
へ
の
対
応
は
若
者
対
策
に
あ
り
ま

す
．
産
業
に
新
し
い
灯
を
揚
げ
国
際

化
社
会
に
対
応
し
、
世
界
経
済
の
流

れ
の
中
で
躍
動
す
る
次
代
の
青
年
を

養
う
こ
と
は
価
値
あ
る
試
み
と
考
え
、

若
者
が
交
流
す
る
に
可
能
な
環
境
を

造
り
出
す
た
め
、
よ
り
良
く
、
よ
り

具
体
的
な
方
途
に
つ
い
て
早
速
検
討

し
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
こ
の
た
び

の
訪
問
で
、
西
ド
イ
ツ
・
フ

ル
ダ
市
長
と
席
を
同
じ
く
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

事
の
是
非
は
別
と
し
て
、
伊
・

独
・
日
ー
こ
の
三
国
は
確

か
に
因
縁
の
あ
っ
た
国
々
で

す
が
、
同
じ
繊
維
産
業
に
生

き
る
三
市
が
国
際
競
争
と
い

う
枠
を
越
え
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
も
た
ら
す
生
活
文
化
に

つ
い
て
よ
り
高
い
理
想
を
掲
げ
、
切

瑳
琢
磨
し
て
ゆ
く
こ
と
は
意
義
あ
る

こ
と
だ
と
信
じ
ま
す
．

スパリーノ・コモ市長（中央）ハンベルガー・フルタ市長（右）

　
コ
モ
市
は
実
に
美
し
い
。
そ
し
て

コ
モ
市
民
は
他
の
誰
よ
り
も
美
し
い

も
の
が
何
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
は
、
コ
モ
市
民
そ
の
も
の
が
私
達

に
は
最
も
美
し
い
存
在
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
心
に
残
っ
た
コ
モ
市
と
コ
モ
市
民

と
の
ふ
れ
合
い
は
、
期
間
に
関
係
な

く
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（写真は十日町新聞社、サンケイ新聞十日町通信部の両社から提供いただきました）
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コモ市に第1歩↑

凝　
昭
和
五
十
年
に
十
日
町
市

と
コ
モ
市
が
姉
妹
都
市
に
な

っ
て
か
ら
の
五
年
間
、
ず
っ

と
文
通
を
し
続
け
て
い
る
の

　
　
本
町
七
丁
目
二
に
住
む

木
内
聡
子
さ
ん
（
15
歳
・
十

日
町
中
学
校
三
年
）
で
す
。

　
相
手
は
コ
モ
市
に
住
む
、

テ
ウ
ラ
。
ク
レ
リ
チ
さ
ん
（
十

四
歳
）
。
ー
写
真
左
下
の
右
ー

“
日
本
を
知
り
た
い
”
　
、

ラ
さ
ん
が
五
年
前
に
ぺ

離れた2人にも
　　　　友情が

　
　
　
　
　
↓

　
　
民
族
衣
装
・
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
に
よ
り

　
　
　
使
節
団
を
歓
迎

　
今
回
の
使
節
団
一
行
は
、
聡
子
さ

　
　
　
ロ

ん
か
ら
ラ
ウ
ラ
さ
ん
へ
の
贈
り
物
も

運
び
ま
し
た
。

ラ
ウ
ラ
さ
ん
は
「
ど
う
し
て
も
十
日

町
に
行
き
た
い
、
行
っ
て
サ
ト
コ
さ

ん
に
合
っ
て
お
話
し
が
し
た
い
。
」

と
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
聡
子
さ
ん
は
，
「
年
に
四
～
五
回
位

手
紙
を
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
、
二
～
三
回
贈
り
物
を
も

ら
っ
た
り
送
っ
た
り
…
…
。
わ
た
し

も
彼
女
に
す
ご
く
あ
い
た
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
言
葉
も
ち
が
う
、
遠
く
離
れ
て
い

る
二
人
が
、
十
日
町
市
と
コ
モ
市
の

姉
妹
都
市
と
し
て
の
関
係
を
深
く
結

ん
で
い
る
こ
と
に
心
暖
ま
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

コモ市最大の

織物工場→

ー
「
コ
モ
市
へ
の
贈
り
も
の
」
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
レ
う
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
フ
岬
レ
ン
ド

を
捜
し
て
ほ
し
い
と
前
春
日
市
長
に

言
っ
て
来
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の

時
は
四
～
五
人
が
希
望
し
、
文
通
し

た
そ
う
で
す
が
、
今
は
聡
子
さ
ん
だ

け
が
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

↓ラウラ・クレチナさん

　祖国べトナムを捨て、小さなボートで海をさま

よ一、ていたべトナム難民60名が救助されて現在柏

崎市の力トリック海の家で生活しています。

　初めて日本の厳しい冬を迎える彼ら救援のため

に、国際的にも高く評価されているオルガニスト

・・エジディオ・B・マンドゥキ（イタリア・ボロ

ニア市の聖アントニオ大聖堂専属オルガニスト）、、

のコンサートを開催します。

●日　時　11月27日（木）午後7時より

●会　場　市民会館ホール

●入場料　1，000円

●プレィガイド　イトー楽器、オギノ楽器店、朝

　　日堂、カワジ時計店、ハトヤ・ミヤコヤ・大

　　万書店、野上書店

主催（問い合わせ）

　●十日町力トリック教会（豊2－3466番）

　●カリタスジャパン長岡支部

こ㈲“

リ＿ズ照20》
十
日
町
公
民
館
設
立

昭
和
2
2
年
1
1
月
1
日

“
荒
廃
の
中
か
ら
”

　
摩
館
長
さ
ん
、
お
寺
へ
謝
ま
り
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
急
ぎ
で
”
私

の
家
に
飛
び
込
ん
で
来
た
の
は
、
今

は
亡
き
昭
和
亭
の
酒
井
梅
吉
君
だ
っ

た
。
二
人
と
も
今
で
言
え
ば
、
無
報

酬
の
公
民
館
係
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
あ
る
。

有
無
を
言
わ
さ
ず
、
水
月
庵
ま
で
つ

れ
て
い
か
れ
た
。
さ
あ
大
変
、
前
日

午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
、
公
民
館
に

措
り
た
お
寺
の
入
口
か
ら
大
廊
下
が

雪
下
駄
の
跡
で
穴
だ
ら
け
に
汚
れ
て

い
る
．
西
郷
さ
ん
の
お
婆
ち
ゃ
ん
に

平
身
低
頭
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ

た
。
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
る
。
何
ん
で
も
初
雪
の
あ
っ
た

あ
と
に
、
派
出
な
開
館
式
と
持
ち
寄

り
演
芸
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
本
堂

を
埋
め
つ
く
し
た
観
衆
が
ゴ
ッ
タ
返

え
し
た
、
そ
の
後
始
末
で
あ
る
。

　
“
山
内
君
、
キ
ミ
が
最
適
任
だ
か

ら
、
公
民
館
と
い
う
の
を
始
め
て
く

れ
給
え
、
一
切
は
君
に
委
せ
る
か
ら

ね
”
終
戦
直
後
の
荒
廃
し
た
、
物
心

と
も
貧
窮
の
ど
ん
底
で
「
公
民
館
の

し
お
り
」
と
い
う
文
部
省
か
ら
の
指

針
が
町
役
場
に
届
い
た
。
町
長
に
就

任
し
た
ば
か
り
の
中
山
竜
次
さ
ん
は
、

偉
い
ワ
ン
マ
ン
町
長
さ
ん
だ
か
ら
、

命
令
さ
れ
た
ら
“
ノ
ー
”
－
は
な
い
。

「
公
民
館
は
町
の
茶
の
間
」
を
合
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

葉
に
、
十
日
町
の
大
人
の
学
校
が
始

ま
っ
た
。
県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

開
館
し
た
の
は
い
い
が
、
人
な
し
、

場
所
な
し
、
カ
ネ
な
し
、
物
な
し
、

方
法
な
し
、
教
材
な
し
の
正
に
六
無

斉
だ
っ
た
。
よ
く
県
に
通
っ
た
し
、

先
進
地
の
長
野
県
下
と
関
東
一
円
を

視
察
し
た
。
県
下
の
多
く
の
市
町
村

に
設
置
さ
れ
て
も
「
ブ
ラ
リ
」
　
「
ダ

ラ
リ
」
「
ネ
ム
リ
」
公
民
館
の
看
板

だ
け
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
双
葉
よ

り
芳
し
く
十
日
町
公
民
館
は
、
優
秀

公
民
館
で
県
表
彰
を
受
け
た
。
も
っ

ぱ
ら
ア
ゴ
と
脚
で
行
動
し
た
成
果
で

あ
る
。
成
人
、
婦
人
、
青
年
講
座
、

読
書
と
娯
楽
、
大
人
の
学
校
、
文
化

協
会
で
夜
遅
く
ま
で
飲
み
な
が
ら
明

日
の
十
日
町
を
夢
見
な
が
ら
、
真
剣

だ
っ
た
。

　
い
ま
、
考
え
て
み
た
ら
、
あ
れ
か

ら
三
十
三
年
た
っ
た
。
当
時
社
会
教

育
施
設
と
し
て
欲
し
か
っ
た
も
の
、

い
ま
だ
に
無
い
の
は
図
書
館
と
休
憩

所
の
散
在
す
る
山
の
手
公
園
だ
け
に

な
っ
た
。
夢
が
半
世
紀
を
た
た
な
い

う
ち
に
実
現
す
る
な
ん
て
、
ほ
ん
と

う
に
夢
の
よ
う
だ
。
十
日
町
は
将
来

見
込
み
の
あ
る
よ
い
街
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
本
町
二
　
山
内
正
豊
）



℃
博
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十日町市の国民年金
　　　　　　　　55．3．31現在

被保険者一・…一…14，929人

保険料収納額…5億6，831万円

検認率・一…一……98．7％
受給権者数　拠出・一4，137人

　　　　　　福祉一・2，584人

給付額　拠出…9億9，244万円

　　　　福祉…6億1，200万円

　
私
た
ち
が
い
つ
か
は
た
ど
り
つ
く
老
年
期
。
人
格
が
最
高
に
円
熟
味
を

増
す
反
面
、
長
い
人
生
の
疲
れ
が
心
身
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
時
期
。

　
老
後
1
。
そ
れ
は
あ
ま
り
感
じ
の
い
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い

人
な
ど
に
は
、
遠
い
先
き
の
こ
と
で
他
人
事
の
よ
う
な
気
さ
え
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
間
誰
れ
に
も
老
後
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
ー
。
現
在
、
日
本
の
社
会
保
障
の

中
心
で
あ
る
年
金
制
度
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
は
「
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間
」
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
制
度
の

し
く
み
、
保
険
料
の
方
式
な
ど
み
ん
な
で
じ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
ー
。

増
の
　
チ
舞

　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
っ
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

金
5
年
の
　
ー
、
ー
一
急

　
　
　
　
鞠

　
一
、
ま
ず
加
入
の
届
出
を
…

　
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず

加
入
が
基
本
で
す
。
加
入
す
べ
き
人

は
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う
．

　
会
社
な
ど
へ
勤
め
て
い
た
人
が
退

職
し
た
ら
す
ぐ
国
民
年
金
へ
ー
。

　
二
、
未
納
は
禁
物

　
年
金
額
は
納
め
た
月
数
で
決
め
ら

れ
ま
す
。
二
十
五
年
納
め
た
か
ら
い

い
な
ん
て
い
わ
な
い
で
六
十
歳
ま
で

全
期
間
納
付
し
て
年
金
を
ど
ん
ど
ん

増
や
そ
う
。

　
三
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る

　
保
険
料
は
月
額
三
千
七
百
七
十
円

で
す
が
、
も
う
四
百
円
多
く
納
め
る

と
年
金
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
、
二
百
円
×
納
付
月

数
で
計
算
さ
れ
る
の
で
二
年
間
付
加

年
金
を
受
給
す
る
と
元
が
と
れ
ま
す
。

保険料・年金額の対比四
、
任
意
加
入
－
夫
婦
で
年
金

　
ご
主
人
が
職
場
の
年
金
に
加
入
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
！

　
任
意
加
入
す
る
と
、
老
後
ご
主
人

は
、
職
場
か
ら
年
金
を
受
け
、
奥
さ

ん
は
、
国
民
年
金
を
受
け
る
と
い
う

オ
シ
ド
リ
年
金
夫
婦
が
生
ま
れ
ま
魂

　
加
入
し
な
け
れ
ば
ご
主
人
の
年
金

だ
け
ー
。
妻
の
年
金
加
入
は
、
ご
主

人
の
思
い
や
り
の
証
で
す
。

五
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で

　
　
　
免
除
の
申
請
を
し
ょ
う

　
保
険
料
の
ア
ッ
プ
に
加
え
て
、
産

業
の
不
振
や
冷
害
等
で
保
険
料
を
納

め
き
れ
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
場
合
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
期
間
中
の
老
齢
年
金
額
は

三
分
の
一
で
す
が
、
追
納
（
十
年
以

内
は
免
除
当
時
の
保
険
料
で
納
め
ら

れ
る
）
す
れ
ば
、
納
付
し
た
人
と
同

じ
年
金
額
に
な
り
ま
す
。
未
納
よ
り

免
除
を
、
免
除
よ
り
追
納
が
有
利
。

9
　
　
‘
－

噂
勾

　
厚
生
省
が
九
月
二
十
八
日
発
表
し

た
高
齢
化
問
題
の
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
国
民
の
理
想
の
老
後
は
、
「
年
を

と
っ
て
も
働
け
る
う
ち
は
、
で
き
る

だ
け
働
き
、
余
生
は
、
子
ど
も
の
世

とおガ夢3
頓吟

ことしも年金があがりました
　国民年金と福祉年金は物価にスライドして引き上げ

られ、今では老後の生活設計に欠くことのできない頼

りがいのある年金として発展を続けています一。

　ことしも年金の引き上げが行われました。内容は、

9ぺ一ジ折り返しをご覧ください一。

　とにかくみんなで守り育て次代に引き継ぎたいもの
です。

●●●●●●老後を

心1，1
　灘

話
を
受
け
な
が
ら
趣
味
を
楽
し
む
生

活
を
送
り
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

①十分な貯蓄がないから…

②公的年金や恩給が十分

　でないから…
③退職金や企業年金がな

　いカ・ら…

④現在の仕事を続げられ

　ないから…

⑤こども等の援助が期待

　できないから…

窃
月
集
盒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
検
討

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
こ
と
し
月

額
三
千
七
百
七
十
円
が
昭
和
五
十
六

年
四
月
か
ら
月
額
四
千
五
百
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金

受
給
者
が
十
分
な
年
金
を
受
け
る
に

は
、
そ
れ
を
ま
か
な
う
に
足
る
年
金

財
政
の
基
盤
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
は
｝
率
の
た
め

毎
年
の
よ
う
に
引
上
げ
が
行
わ
れ
る

と
納
付
で
き
な
い
人
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。　
国
民
．
年
金
委
員
7
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
保
険
料
は
月
額
四
千
五
百
円

峯

箋

猟成人になったら　ハイ年金←
艶生年金等に加入していないかたで・2嚇

彰以上60歳未満のかたは、国民年金に加入す1

もるこ描撫翫漕・・虞
　噛・二9・▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇㌘・菰一
　　vい入駅塾、界卿西へ．一昏ヘノ聖ザ，｝、働執｝バ圓、膚、f！i靴‘，ト

が
限
度
と
答
え
た
方
が
五
十
九
・
四

警
五
千
円
が
限
度
は
三
十
三
・
六
薪

で
し
た
。
ま
た
、
給
付
と
負
担
の
関

係
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

問
に
対
し
て
、
「
こ
れ
以
上
保
険
料
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
い
」
が
六
十

五
・
五
暫
と
回
答
者
の
半
数
を
上
ま

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者

は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
対
し
て

厳
し
い
目
で
受
け
と
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
委
員

さ
ん
に
集
め
や
す
い
方
法
を
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
二
ヵ
月
徴
収
か
ら
毎
月

徴
収
（
年
十
二
回
集
金
）
に
改
め
る

保
険
料
は

ど
う
し
て
引
き
上

　
ま
た
、
老
後
に
最
も
不
安
を
感
じ

る
こ
と
は
、
「
健
康
問
題
」
、
つ
ぎ
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
は
、
「
生
活
費
」
を

あ
げ
て
お
り
、
「
社
会
保
障
」
ー
と
く

に
医
療
保
障
と
年
金
を
頼
り
に
生
活

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

～
老
後
を
心
配

　
　
　
す
る
理
由
～

　
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
が
実
施
し

た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
老
後
を
心

配
す
る
人
の
理
由
は
、
上
表
の
と
お

り
で
す
。
心
配
し
な
い
人
の
理
由
は

年
金
の
ほ
か
に
頼
れ
る
も
の
が
あ
る

か
た
で
し
た
。
日
本
は
、
国
民
皆
年

　
地
区
の
年
金
委
員
さ
ん
は
、

集
金
だ
け
で
な
く
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴

年
金
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
款

　
年
金
制
度
の
発
展
は
、
加
入
　
麻

者
と
国
民
年
金
委
員
の
チ
ー
ム
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ワ
ー
ク
の
お
陰
で
す
。
　
　
　
｛
、

溌
．
’
シ
、
’
ぎ
禽
1
ぐ
へ
鼠
｝
鱈
茨
ノ
守
ぐ
’
、
．
薯
7

　
が
六
十
四
・
二
鮮
を
し
め
ま
し
た
。

　
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
お
知
ら

　
せ
版
で
解
説
）
そ
こ
で
、
市
で
は
、

　
五
十
六
年
度
か
ら
、
保
険
料
を
毎
月

　
集
金
す
る
方
法
の
検
討
を
進
め
る

　
予
定
で
す
。
納
め
や
す
い
方
法
を
考

　
え
る
に
し
て
も
、
加
入
者
を
は
じ
め
、

　
集
金
に
ご
苦
労
さ
れ
る
年
金
委
員
さ

　
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

年
金
給
付
は

　
十
六
億
四
百
万
円

　
年
金
委
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
負

担
（
保
険
料
）
は
安
く
給
付
（
年
金

額
）
は
高
く
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
誰
れ
し
も
望
む
と
こ
ろ

で
す
。
市
内
の
昭
和
五
十
四
年
度
給

付
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
一
年
間

に
納
め
た
保
険
料
は
、
五
億
六
千
八

百
三
十
一
万
円
で
す
が
、
年
金
と
し

金
と
い
わ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
公
的

年
金
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
確
か
な
老
後
の
生
活
に
備
え
る
た

め
に
も
、
年
金
制
度
を
有
効
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。小林久子

土市第5

横
ム
の
寮
母
と
し
て
ひ
と
こ
と

　
私
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
、
こ

と
し
の
四
月
か
ら
勤
め
て
い
る
の
で

偉
そ
う
な
こ
と
い
え
な
い
ん
で
す
が
、

八
十
名
の
お
年
寄
り
の
中
で
、
老
齢

福
祉
年
金
や
障
宝
舞
牛
金
を
も
ら
っ

　
　
　
　
　
　
　
袋
す
配
る
へ

内
田
良
太
こ
納
用
）

　
本
町
三

て
み
な
さ
ん
が
受
け
と
っ
た
総
額
は

拠
出
、
福
祉
あ
わ
せ
て
十
六
億
四
百

四
十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
は
、
保
険
料
の
二
・
八
倍
に
あ
た

り
、
差
し
引
き
十
億
三
千
六
百
十
三

万
円
が
保
険
料
の
総
額
を
上
ま
わ
っ

て
市
内
に
支
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、

区
簡
易
水
道
な
ど
市
民
の
生
活
環
境

施
設
整
備
の
た
め
に
、
国
民
年
金
還

元
融
資
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
こ

の
よ
う
に
、
市
内
だ
け
見
て
も
、
単

年
度
で
保
険
料
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー

し
て
給
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
年
金
水
準
を
守
っ
て
さ
ら
に
良
く

し
て
い
く
た
め
に
は
、
保
険
料
の
適

正
負
担
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
。
老
後
は
確
実
に
や

っ
て
き
ま
す
ー
。
年
金
制
度
を
守
り

育
て
デ
、
い
，
へ
こ
と
も
私
た
ち
み
ん
な

の
老
後
の
備
え
と
し
て
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
い
る
人
は
、
貯
金
も
出
来
た
り
と

っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。
で
も
、

一
部
の
人
で
す
が
、
福
祉
年
金
を
も

ら
え
な
い
人
た
ら
（
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
V
が
い

る
ん
で
す
。

　
こ
の
人
た
ち
は
、
拠
出
年
金
に
該

当
す
る
人
な
ん
で
す
が
、
た
ぶ
ん
、

毎
月
の
保
険
料
を
か
け
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
と
っ
て
も
、
さ
び
し

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
よ
。
か
け
な

い
人
（
無
年
金
者
）
の
見
本
を
み
て

い
る
よ
う
で
か
わ
い
そ
う
で
す
ー
。

　
お
年
寄
り
の
お
世
話
っ
て
つ
ら
い

こ
と
も
あ
る
け
ど
、
で
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
　
。
れ
年
申
い
ま
・
た
・
よ
鰍
を

　
　
　
　
　
副
磁
戴
鎌

　
　
　
　
　
　
齢
壕
鵯
繍

一ロメモ層市内の65歳以上の人ロ推移5，556人（54．4．1現在）一→5，682人（55．4．1現在）126人の増

舌公㌦託総億三二篭呑　　年金委員のひとこと
民共武た額三・ててと　今月は・あらかじめ納入袋
の下道こを千八い十っと納付のあいさつ状（用意す
生水館と上六倍ま六たる金額と集金日を記入）を配
活道’にま百にす億総布し・加入者に喜ばれている
環’老なわ十あ。四額内田さんを訪問・①市町村へ
境地人○りつ三たこ百はの還元融資②一率の保険料で
　　　　　　　　　　なく所得と加入年数に応じた
　　　　　　　　　　保険料の引き上げ③死亡一時
　　””””’……｝””一”’”甲”””＼　金が少ないなど貴重な意見が

鯉罎　撫撚灘
麟料　　i辮墜雛惣駝

羅雛爵驚驚
　　　　　　　　　　りも、本来の目的である老齢、
　　　　　　””……””〆　　障害、母子年金などの充実を

　　　　　　　　　　図っています。

　礪目■鼠　強響聾、
　年金給付の費用は保険料の積立金と国の

負担金で賄われているので、年金額が引き

上げられるとこれに見合った保険料の引き

上げが必要になるんです。

　しかし保険料を負担する加入者の立場か

らすれば大変な問題ですね。でも、赤字を

出さないためにもご協力をお願いしたいと

ころです・国民年金は月額3，770円（56年4

月から4，500円）ですが、ほかの年金より保

険料は安くなっているんですよ。

　これは年金給付額の3分の1が国庫負担

であること、加入者の負担が急激に増える

のを政策的に低く押えたなどの理由からで

す。例えば月収10万円の厚生年金の被保険

者は・月額9，100円（本人負担4，550円）であ

ったのが・改定後は月額10，600円の保険料

となり、本人負担分の5，300円が毎月の給料

から天引されます。

㎜
意
加
入
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
は

㎜
五
十
六
年
四
月
か
ら
月
額
四
千
五

㎜
百
円
に
な
る
そ
う
だ
け
ど
、
も
う

㎜
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

㎜
保
険
料
を
あ
げ
な
い
と
、
国
の

…
年
金
財
政
は
大
変
だ
と
思
う
け
ど

一
－
・
。
で
も
、
所
得
に
関
係
な
く
掛

㎜
金
は
一
率
だ
か
ら
、
今
後
は
加
入

…
者
に
隔
差
が
つ
く
ん
で
は
な
い
で

…
す
か
。
免
除
も
増
え
ま
す
ね
。
市

｝
報
の
年
金
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し

…
た
が
、
遠
慮
が
ち
の
市
民
性
も
あ

｝
る
か
ら
、
行
政
で
積
極
的
に
免
除

…
の
堀
り
起
こ
し
を
期
待
し
ま
す
。

国民年金委員アンケート（回答票）

問1．あなたは、委員を委嘱されて何

騰llll奮でノ

　このほど、244名の年金委員さんに国民年

金アンケートを実施しました。回収率は、

93．9％でした。調査は12項目で行ないまし

たがいろんな意見が出されました。内容は

11月25日の市報お知らせ版で解説します。

国民年金うける幸せかけてこそ
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十日町市の国民年金
　　　　　　　　55．3．31現在

被保険者一・…一…14，929人

保険料収納額…5億6，831万円

検認率・一…一……98．7％
受給権者数　拠出・一4，137人

　　　　　　福祉一・2，584人

給付額　拠出…9億9，244万円

　　　　福祉…6億1，200万円

　
私
た
ち
が
い
つ
か
は
た
ど
り
つ
く
老
年
期
。
人
格
が
最
高
に
円
熟
味
を

増
す
反
面
、
長
い
人
生
の
疲
れ
が
心
身
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
時
期
。

　
老
後
1
。
そ
れ
は
あ
ま
り
感
じ
の
い
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い

人
な
ど
に
は
、
遠
い
先
き
の
こ
と
で
他
人
事
の
よ
う
な
気
さ
え
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
間
誰
れ
に
も
老
後
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
ー
。
現
在
、
日
本
の
社
会
保
障
の

中
心
で
あ
る
年
金
制
度
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
は
「
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間
」
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
制
度
の

し
く
み
、
保
険
料
の
方
式
な
ど
み
ん
な
で
じ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
ー
。

増
の
　
チ
舞

　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
っ
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

金
5
年
の
　
ー
、
ー
一
急

　
　
　
　
鞠

　
一
、
ま
ず
加
入
の
届
出
を
…

　
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず

加
入
が
基
本
で
す
。
加
入
す
べ
き
人

は
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う
．

　
会
社
な
ど
へ
勤
め
て
い
た
人
が
退

職
し
た
ら
す
ぐ
国
民
年
金
へ
ー
。

　
二
、
未
納
は
禁
物

　
年
金
額
は
納
め
た
月
数
で
決
め
ら

れ
ま
す
。
二
十
五
年
納
め
た
か
ら
い

い
な
ん
て
い
わ
な
い
で
六
十
歳
ま
で

全
期
間
納
付
し
て
年
金
を
ど
ん
ど
ん

増
や
そ
う
。

　
三
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る

　
保
険
料
は
月
額
三
千
七
百
七
十
円

で
す
が
、
も
う
四
百
円
多
く
納
め
る

と
年
金
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
、
二
百
円
×
納
付
月

数
で
計
算
さ
れ
る
の
で
二
年
間
付
加

年
金
を
受
給
す
る
と
元
が
と
れ
ま
す
。

保険料・年金額の対比四
、
任
意
加
入
－
夫
婦
で
年
金

　
ご
主
人
が
職
場
の
年
金
に
加
入
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
！

　
任
意
加
入
す
る
と
、
老
後
ご
主
人

は
、
職
場
か
ら
年
金
を
受
け
、
奥
さ

ん
は
、
国
民
年
金
を
受
け
る
と
い
う

オ
シ
ド
リ
年
金
夫
婦
が
生
ま
れ
ま
魂

　
加
入
し
な
け
れ
ば
ご
主
人
の
年
金

だ
け
ー
。
妻
の
年
金
加
入
は
、
ご
主

人
の
思
い
や
り
の
証
で
す
。

五
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で

　
　
　
免
除
の
申
請
を
し
ょ
う

　
保
険
料
の
ア
ッ
プ
に
加
え
て
、
産

業
の
不
振
や
冷
害
等
で
保
険
料
を
納

め
き
れ
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
場
合
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
期
間
中
の
老
齢
年
金
額
は

三
分
の
一
で
す
が
、
追
納
（
十
年
以

内
は
免
除
当
時
の
保
険
料
で
納
め
ら

れ
る
）
す
れ
ば
、
納
付
し
た
人
と
同

じ
年
金
額
に
な
り
ま
す
。
未
納
よ
り

免
除
を
、
免
除
よ
り
追
納
が
有
利
。

9
　
　
‘
－

噂
勾

　
厚
生
省
が
九
月
二
十
八
日
発
表
し

た
高
齢
化
問
題
の
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
国
民
の
理
想
の
老
後
は
、
「
年
を

と
っ
て
も
働
け
る
う
ち
は
、
で
き
る

だ
け
働
き
、
余
生
は
、
子
ど
も
の
世

とおガ夢3
頓吟

ことしも年金があがりました
　国民年金と福祉年金は物価にスライドして引き上げ

られ、今では老後の生活設計に欠くことのできない頼

りがいのある年金として発展を続けています一。

　ことしも年金の引き上げが行われました。内容は、

9ぺ一ジ折り返しをご覧ください一。

　とにかくみんなで守り育て次代に引き継ぎたいもの
です。

●●●●●●老後を

心1，1
　灘

話
を
受
け
な
が
ら
趣
味
を
楽
し
む
生

活
を
送
り
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

①十分な貯蓄がないから…

②公的年金や恩給が十分

　でないから…
③退職金や企業年金がな

　いカ・ら…

④現在の仕事を続げられ

　ないから…

⑤こども等の援助が期待

　できないから…

窃
月
集
盒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
検
討

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
こ
と
し
月

額
三
千
七
百
七
十
円
が
昭
和
五
十
六

年
四
月
か
ら
月
額
四
千
五
百
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金

受
給
者
が
十
分
な
年
金
を
受
け
る
に

は
、
そ
れ
を
ま
か
な
う
に
足
る
年
金

財
政
の
基
盤
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
は
｝
率
の
た
め

毎
年
の
よ
う
に
引
上
げ
が
行
わ
れ
る

と
納
付
で
き
な
い
人
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。　
国
民
．
年
金
委
員
7
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
保
険
料
は
月
額
四
千
五
百
円

峯

箋

猟成人になったら　ハイ年金←
艶生年金等に加入していないかたで・2嚇

彰以上60歳未満のかたは、国民年金に加入す1

もるこ描撫翫漕・・虞
　噛・二9・▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇㌘・菰一
　　vい入駅塾、界卿西へ．一昏ヘノ聖ザ，｝、働執｝バ圓、膚、f！i靴‘，ト

が
限
度
と
答
え
た
方
が
五
十
九
・
四

警
五
千
円
が
限
度
は
三
十
三
・
六
薪

で
し
た
。
ま
た
、
給
付
と
負
担
の
関

係
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

問
に
対
し
て
、
「
こ
れ
以
上
保
険
料
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
い
」
が
六
十

五
・
五
暫
と
回
答
者
の
半
数
を
上
ま

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者

は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
対
し
て

厳
し
い
目
で
受
け
と
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
委
員

さ
ん
に
集
め
や
す
い
方
法
を
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
二
ヵ
月
徴
収
か
ら
毎
月

徴
収
（
年
十
二
回
集
金
）
に
改
め
る

保
険
料
は

ど
う
し
て
引
き
上

　
ま
た
、
老
後
に
最
も
不
安
を
感
じ

る
こ
と
は
、
「
健
康
問
題
」
、
つ
ぎ
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
は
、
「
生
活
費
」
を

あ
げ
て
お
り
、
「
社
会
保
障
」
ー
と
く

に
医
療
保
障
と
年
金
を
頼
り
に
生
活

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

～
老
後
を
心
配

　
　
　
す
る
理
由
～

　
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
が
実
施
し

た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
老
後
を
心

配
す
る
人
の
理
由
は
、
上
表
の
と
お

り
で
す
。
心
配
し
な
い
人
の
理
由
は

年
金
の
ほ
か
に
頼
れ
る
も
の
が
あ
る

か
た
で
し
た
。
日
本
は
、
国
民
皆
年

　
地
区
の
年
金
委
員
さ
ん
は
、

集
金
だ
け
で
な
く
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴

年
金
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
款

　
年
金
制
度
の
発
展
は
、
加
入
　
麻

者
と
国
民
年
金
委
員
の
チ
ー
ム
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ワ
ー
ク
の
お
陰
で
す
。
　
　
　
｛
、

溌
．
’
シ
、
’
ぎ
禽
1
ぐ
へ
鼠
｝
鱈
茨
ノ
守
ぐ
’
、
．
薯
7

　
が
六
十
四
・
二
鮮
を
し
め
ま
し
た
。

　
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
お
知
ら

　
せ
版
で
解
説
）
そ
こ
で
、
市
で
は
、

　
五
十
六
年
度
か
ら
、
保
険
料
を
毎
月

　
集
金
す
る
方
法
の
検
討
を
進
め
る

　
予
定
で
す
。
納
め
や
す
い
方
法
を
考

　
え
る
に
し
て
も
、
加
入
者
を
は
じ
め
、

　
集
金
に
ご
苦
労
さ
れ
る
年
金
委
員
さ

　
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

年
金
給
付
は

　
十
六
億
四
百
万
円

　
年
金
委
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
負

担
（
保
険
料
）
は
安
く
給
付
（
年
金

額
）
は
高
く
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
誰
れ
し
も
望
む
と
こ
ろ

で
す
。
市
内
の
昭
和
五
十
四
年
度
給

付
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
一
年
間

に
納
め
た
保
険
料
は
、
五
億
六
千
八

百
三
十
一
万
円
で
す
が
、
年
金
と
し

金
と
い
わ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
公
的

年
金
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
確
か
な
老
後
の
生
活
に
備
え
る
た

め
に
も
、
年
金
制
度
を
有
効
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。小林久子

土市第5

横
ム
の
寮
母
と
し
て
ひ
と
こ
と

　
私
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
、
こ

と
し
の
四
月
か
ら
勤
め
て
い
る
の
で

偉
そ
う
な
こ
と
い
え
な
い
ん
で
す
が
、

八
十
名
の
お
年
寄
り
の
中
で
、
老
齢

福
祉
年
金
や
障
宝
舞
牛
金
を
も
ら
っ

　
　
　
　
　
　
　
袋
す
配
る
へ

内
田
良
太
こ
納
用
）

　
本
町
三

て
み
な
さ
ん
が
受
け
と
っ
た
総
額
は

拠
出
、
福
祉
あ
わ
せ
て
十
六
億
四
百

四
十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
は
、
保
険
料
の
二
・
八
倍
に
あ
た

り
、
差
し
引
き
十
億
三
千
六
百
十
三

万
円
が
保
険
料
の
総
額
を
上
ま
わ
っ

て
市
内
に
支
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、

区
簡
易
水
道
な
ど
市
民
の
生
活
環
境

施
設
整
備
の
た
め
に
、
国
民
年
金
還

元
融
資
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
こ

の
よ
う
に
、
市
内
だ
け
見
て
も
、
単

年
度
で
保
険
料
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー

し
て
給
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
年
金
水
準
を
守
っ
て
さ
ら
に
良
く

し
て
い
く
た
め
に
は
、
保
険
料
の
適

正
負
担
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
。
老
後
は
確
実
に
や

っ
て
き
ま
す
ー
。
年
金
制
度
を
守
り

育
て
デ
、
い
，
へ
こ
と
も
私
た
ち
み
ん
な

の
老
後
の
備
え
と
し
て
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
い
る
人
は
、
貯
金
も
出
来
た
り
と

っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。
で
も
、

一
部
の
人
で
す
が
、
福
祉
年
金
を
も

ら
え
な
い
人
た
ら
（
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
V
が
い

る
ん
で
す
。

　
こ
の
人
た
ち
は
、
拠
出
年
金
に
該

当
す
る
人
な
ん
で
す
が
、
た
ぶ
ん
、

毎
月
の
保
険
料
を
か
け
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
と
っ
て
も
、
さ
び
し

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
よ
。
か
け
な

い
人
（
無
年
金
者
）
の
見
本
を
み
て

い
る
よ
う
で
か
わ
い
そ
う
で
す
ー
。

　
お
年
寄
り
の
お
世
話
っ
て
つ
ら
い

こ
と
も
あ
る
け
ど
、
で
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
　
。
れ
年
申
い
ま
・
た
・
よ
鰍
を

　
　
　
　
　
副
磁
戴
鎌

　
　
　
　
　
　
齢
壕
鵯
繍

一ロメモ層市内の65歳以上の人ロ推移5，556人（54．4．1現在）一→5，682人（55．4．1現在）126人の増

舌公㌦託総億三二篭呑　　年金委員のひとこと
民共武た額三・ててと　今月は・あらかじめ納入袋
の下道こを千八い十っと納付のあいさつ状（用意す
生水館と上六倍ま六たる金額と集金日を記入）を配
活道’にま百にす億総布し・加入者に喜ばれている
環’老なわ十あ。四額内田さんを訪問・①市町村へ
境地人○りつ三たこ百はの還元融資②一率の保険料で
　　　　　　　　　　なく所得と加入年数に応じた
　　　　　　　　　　保険料の引き上げ③死亡一時
　　””””’……｝””一”’”甲”””＼　金が少ないなど貴重な意見が

鯉罎　撫撚灘
麟料　　i辮墜雛惣駝

羅雛爵驚驚
　　　　　　　　　　りも、本来の目的である老齢、
　　　　　　””……””〆　　障害、母子年金などの充実を

　　　　　　　　　　図っています。

　礪目■鼠　強響聾、
　年金給付の費用は保険料の積立金と国の

負担金で賄われているので、年金額が引き

上げられるとこれに見合った保険料の引き

上げが必要になるんです。

　しかし保険料を負担する加入者の立場か

らすれば大変な問題ですね。でも、赤字を

出さないためにもご協力をお願いしたいと

ころです・国民年金は月額3，770円（56年4

月から4，500円）ですが、ほかの年金より保

険料は安くなっているんですよ。

　これは年金給付額の3分の1が国庫負担

であること、加入者の負担が急激に増える

のを政策的に低く押えたなどの理由からで

す。例えば月収10万円の厚生年金の被保険

者は・月額9，100円（本人負担4，550円）であ

ったのが・改定後は月額10，600円の保険料

となり、本人負担分の5，300円が毎月の給料

から天引されます。

㎜
意
加
入
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
は

㎜
五
十
六
年
四
月
か
ら
月
額
四
千
五

㎜
百
円
に
な
る
そ
う
だ
け
ど
、
も
う

㎜
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

㎜
保
険
料
を
あ
げ
な
い
と
、
国
の

…
年
金
財
政
は
大
変
だ
と
思
う
け
ど

一
－
・
。
で
も
、
所
得
に
関
係
な
く
掛

㎜
金
は
一
率
だ
か
ら
、
今
後
は
加
入

…
者
に
隔
差
が
つ
く
ん
で
は
な
い
で

…
す
か
。
免
除
も
増
え
ま
す
ね
。
市

｝
報
の
年
金
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し

…
た
が
、
遠
慮
が
ち
の
市
民
性
も
あ

｝
る
か
ら
、
行
政
で
積
極
的
に
免
除

…
の
堀
り
起
こ
し
を
期
待
し
ま
す
。

国民年金委員アンケート（回答票）

問1．あなたは、委員を委嘱されて何

騰llll奮でノ

　このほど、244名の年金委員さんに国民年

金アンケートを実施しました。回収率は、

93．9％でした。調査は12項目で行ないまし

たがいろんな意見が出されました。内容は

11月25日の市報お知らせ版で解説します。

国民年金うける幸せかけてこそ



へ
博
Q
o

（8）とおガ夢お第3種郵便物認可）昭和55年11月10日

有
利
な
妻
の
加
入

　
　
近
頃
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や

　
恩
給
な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る
人
と
そ

　
　
の
配
偶
者
の
か
た
な
ど
の
年
金
加
入

　
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
か

　
ナ
期
冊
と
い
う
加
入
期
間
計
算
の
特

　
例
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
わ
ず
か
な

　
保
険
料
で
多
く
の
保
障
を
ご
主
人
の

　
加
入
し
て
い
る
年
金
の
ほ
か
に
も
ら

繍
慶
∞
　
　
∞
　
維

　
　
　
　
　
　
　
　
7

任意加みをしなかっ

かした通算老齢年金

擬籔圏筆
●厚生年金と国民年金では17

　んが、任意加入しなかった

　の11年を加えると年金受給

　年を満たしますので、将来

　国年から10年分の年金を受

関
ロ
ち
か
子
さ
ん
（
写
真
左
）
は
、
ご
主
人
が
厚
生
年
金
の
加
入
者
で
す
が

　
　
　
　
自
分
の
老
後
に
備
え
て
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
ま
す
。

え
る
こ
と
が
、
有
利
な
年
金
と
し
て
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
に
浸

透
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
、

左
表
を
ご
覧
に
な
っ
て
ど
し
ど
し
ご

加
入
く
だ
さ
い
。
遺
族
年
金
は
、
ご

主
人
が
も
ら
う
年
金
の
半
額
で
す
。

老
後
は
大
丈
夫
で
す
か
ー
。

　
　
］
年
の
加
入
で
年
金

　
　
　
　
　
が
も
ら
え
ま
す

　
国
民
年
金
か
ら
老
齢
年
金
を
も
ら

う
に
は
、
原
則
と
し
て
、
二
十
五
年

以
上
加
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
は
“
最
低
一
年
間
の
加
入
で
年
金

が
も
ら
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
主
人

が
厚
生
年
金
な
ど
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
た
た
め
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
も
、
加
入
し

た
も
の
と
見
な
す
扱
い
「
カ
ラ
期
間
」

が
あ
る
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
、
極

端
な
例
で
す
が
、
五
十
九
歳
で
加
入

し
て
も
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た

　
事
　
　
例
　
　
葎
嚢
湘
入
ず
る
と

庭野恵美子
寿町1丁目

　
任
意
加
入
し
よ
う
か
な

　
主
人
は
厚
生
年
金
。
私
は
何

皿
に
も
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
結
婚
㎜

韓
羅
嵐

奥
さ
ん
自
身
が
会
社
な
ど
に
勤
め
た
期

間
も
通
算
し
て
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
掛
金
の
途
中
の

　
　
　
　
保
障
も
あ
り
ま
す

　
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
を
も
ら

う
こ
と
は
、
理
想
で
す
が
、
掛
金
の

途
中
で
奥
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
は
、
障
害
年
金
（
一
級
六
十

二
万
七
千
円
二
級
五
十
万
一
千
六
百

円
）
が
、
ご
主
人
に
万
一
の
不
幸
が

あ
っ
た
と
き
は
、
ご
主
人
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
か
ら
遺
族
年
金
が

も
ら
え
る
ほ
か
、
国
民
年
金
か
ら
母

子
年
金
（
子
ど
も
一
人
の
場
合
三
十

万
一
千
円
）
が
も
ら
え
ま
す
。

歳
を
と
っ
た
と
き

も
し
障
害
者
に
な

っ
た
と
き

も
し
夫
が
亡
く
な

っ
た
と
き
、

（
子
ど
も
十
八
儀
崇
瀦
》

も
し
夫
も
妻
も
亡

く
な
っ
た
と
き

（
子
ど
も
十
八
韻
茎
獅
》

カ
ラ
期
間
と
は
：
」

　ご

主
人
が
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
た
た
め
、
奥

さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
す

る
必
要
の
な
か
っ
た
期
間
も

加
入
し
た
も
の
と
み
な
す
こ

と
で
年
金
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年

金
額
の
計
算
に
は
入
れ
ま
せ

ん
の
で
早
く
か
ら
加
入
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

磯拶嚢
ず
縷
箋
－
で
讐
多

か
．
一
燈
遷
墨
空
驚

擁
睡
繊
鴫
蓄
饗
撃

難
態
藻
駕
職
鰹
い

塗
馨
灘
礁
．
懇
嘆
響

櫨
難
灘
鯖
繍
慧
灘

灘
雛
籔
馨
墨
翼
磐
紅

’
難
滋
婁
齢
謙
搬
瞭
嚢
、

鐵
騰
禦
驚
馨
鍛
誤

譲驚灘鯉

灘鷺

嚢
縁
携

譲
燕
、
嚢
碁
饗
婁

鯨
講
淋
馨
毒
麟
謙
繍
憲
灘
溌
噸
選

竈
蓼
瀦
灘
盤
㎜
還
礁
灘

纏顎
羅

紡
購
讐
繋

国
年
の
偉
襲
絃
義

遺
族
年
金
と
国
年

め
母
子
銘
金

護
箋
と
暴

の
逡
兇
年
糞
虻

畿
鐙
継

秀
書
年

像
灘
鞭
し

遭
族
年
壷
の

、
蕩
購
、
灘

。
糊
鞍

灘
講
縣

一ロメモ■日本人の平均寿命一男性73．46歳女性78．89歳（昭和54年度簡易生命表による）

第3種郵便物認可）昭和55年11月10日

年
金
は
得
な
貯
蓄
だ
が
…
・

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
を
除
い
た
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
日
本
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
八
ぺ

ー
ジ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や

昼
間
部
の
学
生
は
任
意
加
入
者
）
こ

れ
ら
の
当
然
加
入
者
は
、
六
十
歳
ま

で
保
険
料
を
掛
け
て
六
十
五
歳
か
ら

年
金
を
も
ら
う
の
が
原
則
で
す
。

物価が上がれば年金も上がる

国
民
年
金
は
個
人
型

　
厚
生
年
金
は
家
族
型

別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
例
え
ぱ

ご
主
人
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

れ
ば
、
老
齢
年
金
を
も
ら
う
と
き
、

奥
さ
ん
と
こ
ど
も
の
加
給
年
金
額
を

加
算
。
万
一
ご
主
人
が
死
ん
で
も
遺

9づ

葬、』金

大5．4．1以前　10年

大6．4。1以前　U年
大7．4．1以前　12年

大8，4．1以前　13年

大9．4．1以前　14年

大10．4．1以前　15年

大11，4．1以前　16年

大12．4．1以前　17年

大13，4．1以前　18年

大14，4．1以前　19年

大15．4。1以前　20年

昭2．4．1以前　21年

昭3．4．1以前　22年

昭4．4．1以前　23年

昭5．4．1以前　24年

公
的
咋
金
と
合
算
し
て
最
櫃
年
数
を
満
た
せ
ば
通
老

族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、
］
人

が
加
入
し
て
い
る
こ
と
で
、
家
族
全

体
を
カ
ベ
ー
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
国
民
年
金
は
、
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ

加
入
す
る
こ
と
で
保
証
を
確
か
な
も

の
に
し
て
い
る
の
で
、
個
人
型
年
金

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
仮
り
に
奥
さ
ん

が
加
入
し
て
い
な
い
と
、
ご
主
人
が

死
亡
し
た
場
合
、
厚
生
年
金
の
遺
族

年
金
に
あ
た
る
母
子
年
金
は
出
な
い

し
、
六
十
五
歳
の
老
齢
年
金
も
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
．
国
民
年
金
は
、
ご
主

人
だ
け
で
な
く
奥
さ
ん
本
人
が
加
入

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

に
「
同
時
に
二
つ
の
公
的

年
金
に
加
入
で
き
な
い
」
こ
と
と
二

つ
の
制
度
か
ら
二
つ
の
年
金
は
受
け

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
大
原
則
も
覚
え

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は

現
在
す
で
に
年
金
を
も
ら
い
始
め
た

人
の
実
例
を
あ
げ
て
説
明
し
よ
う
。

養
円
年
　
　
で
円
　
　
　
　
加

㊥醗騨
／璽麟灘
　もらえる資格のある人が65歳まで待た

ずに60歳からもらおうとするときは、下

表のように減額されます。

　また65歳になってももらわずに先にの

ばすと増額されます一。

　この割合は、一生変えることはできま

せん。例えぱ30万円もらえる人が60歳で

請求すると12万6，000円減額され、受けら

れる年金額は17万4，000円となります。そ

こで65歳と60歳で請求した人をくらぺる

と71歳位で肩をならべ、それからは65歳

の人が有利になります。請求はよく考え

て・一。

と』鯵』厚辞』雪（9）

年をとったとき…‘老齢年愈》

●25年以上加入

男性女性とも65歳でうけられる．60～64罐

は滅額年金がある●

1．㈱円×加入月敷菖年金顧（年纈）

期問短縮者の場合…昭和5年4月

1日以前に生れた人は受給資格期

問が10年から24年に短縮され優遇

措置がある。

650円x（300一加入月数）＝上積み分

を年金額に加算

病気やケガをしたとき・・‘障書年金》

●保険料を1年以 ヒ納めていると

症状により次の年金が受けられる

1級…627，000円2級…501，600円

夫・父などが死んだとき

‘皿子年盆》　残された妻が1年以上保

険料を納めていると、　年681，0α）円（母子

加算鰐度130，㏄0円含む1母子加算は選族年

金をうけられない人に支給。

《準偲子年金》残された孫や弟妹の養

育のために祖母や姉に支給。年6刷・600円

⊂遣児年金》亡くなった父、母が1年

以上保険料を納めていると年501，600円

母子・遺児年金の子の加算額　2人目まで

は1人にっき60，〔頁）0円3人目からは24，（X〕0円

く寡婦庫金》　夫に先立たれた宋亡人

に夫の受けるはずの老齢年金の半分を支

給。支給期間は臼）～64歳．

●56年4月から保険料は月額4，500円、付加

年金加入の場合月額4，900円

器畿

年をとったとき…ζ老齢年金》

●20年以上加入
〔男性は60歳女性は55歳でうけられる）

あなたの年盆計算瓶

國・圏圃　　　　　　二基本年金（年額）

加給年金（年額）は妻18U，㏄0円

18歳未満の子ども

（2人までは：人につきa〕，0偵〕円．3人目

　からは24，0α）円）

夫婦で老齢年金を受けるときは、

加給年金を支給しない

病気やケガをしたとき　《障書隼盆》

●加入期間が6カ月以上あると症

　状により次の年金が受けられる

1級…基本年金額の需の額

2級…基本年金額のioO％の額

3級…基本年金額の窩

　　　（最低保障501，600円）

いずれも加給年金がつく

夫・父などが死んだとき

　　　　　　　　一‘遣族年金》

年金額は、老齢年金の基本年金額

の半分です。受ける人は残された

妻と子。寡婦加算がつきます．

寡婦加算額　ほかから老齢年金を

うける人は寡婦加算を支給しない，

子ども2人以上のとき

　　　　　　　　　　210，000円

　　　　　最低保障額831，600円

子ども1人のとき　・一120，000円

　　　　最低保障額681，600円

60歳以上の寡婦…・・一120，000円

　　　　最低保障額621，600円

　
ニ
カ
月
で

　
保
険
料
の
元
を
と
る

　
国
民
年
金
の
加
入
期
間
二
十
五
年

は
昭
和
六
十
一
年
に
な
ら
な
い
と
出

て
こ
な
い
の
で
、
大
正
四
年
九
月
生

ま
れ
の
C
さ
ん
が
国
民
年
金
制
度
発

足
時
に
加
入
し
、
こ
と
し
の
十
月
か

ら
老
齢
年
金
を
も
ら
い
始
め
た
ケ
ー

ス
。
保
険
料
を
支
払
っ
た
の
は
、
＋

四
年
六
カ
月
（
…
…
月
）
で
納
め
た
保

険
料
の
合
計
は
六
万
三
千
百
五
十
円

（
大
正
四
年
生
ま
れ
の
人
は
、
受
給

資
格
期
間
が
十
年
に
短
縮
さ
れ
る
。

保
険
料
も
月
額
百
五
十
円
か
ら
ス
タ

ー
ト
）
こ
れ
に
対
し
て
、
改
定
後
支

給
さ
れ
る
年
金
は
年
額
三
十
七
万
四

千
二
百
円
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
二

ヵ
月
の
年
金
で
元
を
と
る
こ
と
に
な

③
　
　
問
　
明
治
4
4
年
4
月
2
日
生

　
　
ま
れ
で
す
が
、
老
齢
福
祉
年

　
　
金
を
も
ら
え
ま
す
か
？

　
　
1
ー
老
齢
福
祉
年
金
は
、
明

ば
　
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に方
に
生
ま
れ
た
人
が
、
七
＋
歳

製
鶏
擁
捜
辞

高
な
た
の
よ
う
に
四
月
言
以

り
ま
す
。

じ
か
も
、
年
金
額
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
で
増
額
す
る
し
、
生
き
て
い
る

限
り
も
ら
え
ま
す
ー
。
国
民
年
金
は

損
か
得
か
の
問
題
で
な
く
若
い
と
き

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
保
険
料
を
積
み
立
て

て
老
後
は
ま
と
ま
っ
た
年
金
を
支
払

う
の
が
原
則
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
C
さ
ん
は
得
し
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
若
い
人
達
が
心
配

し
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
達
の
老
後

も
同
じ
か
と
い
う
と
、
こ
う
は
い
か

な
い
か
も
知
れ
な
い
伍
し
か
し
、
　
一

般
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険

料
を
積
み
立
て
た
総
額
は
、
年
金
受

給
後
ニ
カ
年
で
元
が
と
れ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
年
金
は
将
来

に
わ
た
っ
て
安
全
有
利
な
貯
蓄
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

降
に
生
衷
れ
た
か
た
は
、
年
金
制
度

に
加
入
し
、
一
定
の
保
険
料
を
納
め

な
い
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
二
十
歳
に
な
る
前
に
障
害

者
に
な
っ
た
人
は
、
二
十
歳
か
ら
障

害
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子

福
祉
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

慮繋

煮
ぴ

●
　
　
　
　
　
　
市
ノ
’
．
，
、

　
　
　
　
　
　
大
山

　
　
　
　
　
　
町
之

　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
中
｛

か
繰
下
げ
か

私
が
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の

は
、
満
六
十
歳
の
誕
生
日
の
前
月
が

掛
け
終
わ
り
だ
か
ら
・
あ
と
二
年
で
す
。

未
納
せ
ず
長
年
良
く
頑
張
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
若
い
人
は

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
ら
だ

ん
だ
ん
大
変
に
な
り
ま
す
よ
。
年
金

は
、
六
十
五
歳
ま
で
待
て
ば
、
満
額

も
ら
え
る
ん
で
す
が
、
繰
上
げ
請
求

し
て
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
間
に

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。
減
額
さ
れ

ち
ゃ
う
け
ど
ー
。
　
（
こ
の
と
き
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
年
金
の
係
員
か
ら
、

「
健
康
状
態
が
良
け
れ
ば
六
十
五
歳

か
ら
七
十
歳
ま
で
な
ら
繰
下
げ
請
求

も
で
き
る
」
と
聞
か
さ
れ
、
う
ー
ん

と
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
…
。
）

●
　
　
　
　
　
　
ブ
目

　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
ノ
　

　
　
　
　
　
　
子
東

　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
金
本

　
福
祉
年
金
は
支
え
で
す

福
祉
年
金
を
貰
っ
て
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
こ
と
し
も
年
金
が
ア
ッ
プ

す
る
の
を
テ
レ
ビ
で
知
り
今
か
ら
心

待
ち
し
て
い
ま
す
よ
。
全
く
あ
り
が

た
い
制
度
で
す
が
、
私
み
た
い
に
収

入
も
な
く
一
人
暮
ら
し
の
老
人
は
、

も
う
少
し
余
計
に
貰
わ
な
い
と
大
変

で
す
。
電
気
、
水
道
料
だ
け
で
も
月

一
万
円
も
か
か
る
世
の
中
だ
か
ら
。

年金手帳を大切にねんきんは福祉社会のパスポート

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
と
き

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
手
続
き
を
・

一
昭
和
三
十
五
年
生
ま

れ
の
か
た
　
あ
な
た
は
満
二
十
歳
、

農
業
や
商
業
、
自
営
業
の
か
た
は
国

民
年
金
へ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
．

出
稼
ぎ
の
か
た
は
届
出
を
…

市
民
生
活
課
窓
口
で
、
勤
務
期
間

証
明
用
紙
二
枚
さ
し
あ
げ
ま
す
。
］

枚
は
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
、
記
号
番
号
等
を

記
入
し
、
家
族
あ
て
郵
送
、
家
族
の

方
が
窓
口
へ
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
．

も
う
一
枚
は
、
退
職
さ
れ
る
際
、

会
社
か
ら
証
明
を
も
ら
い
、
本
人
が

市
民
生
活
課
窓
口
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
出
は
ー

■
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
国
民

年
金
手
帳
と
印
鑑
■
他
の
年
金
に
加

入
し
た
と
き
あ
ら
た
に
取
得
し
た
被

保
険
者
証
（
組
合
員
証
）
と
国
民
年

金
手
帳
、
印
鑑
■
任
意
で
加
入
し
て

い
た
人
が
や
め
る
と
き
国
民
年
金
手

帳
■
市
外
に
転
出
し
た
と
き
未
納
保

険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め
て
国
民
年
金

手
帳
を
転
出
先
の
市
町
村
へ
提
示
。

保
険
料
を
納
め
る
と
き
…

納
付
緯
合
を
通
じ
納
付
書
を
配
付

し
ま
す
が
、
年
金
委
員
さ
ん
が
｝
括

し
て
銀
行
や
市
農
協
へ
保
険
料
を
納

入
し
て
く
れ
ま
す
。
保
険
料
は
ニ
カ

月
分
づ
つ
年
六
回
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
を

保
険
料
の
一
年
分
前
納
者
を
対
象

に
口
座
振
替
も
出
来
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
年
五
分
五
厘
の
割

引
が
あ
り
ま
す
。
希
望
の
か
た
は
銀

行
、
農
協
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
振

替
は
五
十
六
年
四
月
二
十
日
で
す
。

六
十
畿
に
な
っ
た
ら

満
六
十
歳
、
保
険
料
を
か
け
終
わ

り
ま
し
た
。
六
十
五
歳
ま
で
楽
し
み

に
お
待
ち
に
な
る
か
減
額
年
金
の
請

求
を
ー
。

隼
金
証
昏
が
く
る
ま
で

本
人
に
年
金
証
書
が
届
く
ま
で
三

ヵ
月
位
（
通
老
は
六
カ
月
）
か
か
り

ま
す
。
な
お
年
金
支
払
い
月
は
、
老

齢
が
三
・
六
・
九
・
十
一
月
（
通
老

は
六
・
十
二
月
）
の
各
月
で
す
。

現
況
届
の
提
出
は
本
人
の
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

●
　
　
　
　
　
　
子
目

　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
信
－

　
　
　
　
　
　
越
東

　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
生
本

　
年
金
制
度
の
将
来

　
　
　
に
不
安
が
…

私
は
、
二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
．
テ
レ
ビ
や
市
報

等
で
年
金
財
政
は
苦
し
い
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
私
達
が
老
人
に
な
っ
た

と
き
、
現
行
の
計
算
で
年
金
が
貰
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

法
律
は
か
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
の
老
後
も
、
今
の
お
年
寄
り
み

た
い
に
貰
え
る
と
す
れ
ば
、
保
険
料

が
少
し
高
く
な
っ
て
も
無
理
し
て
納

留雛

郵軽

擁
讐

…
る
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
住
宅
金
…

ぬ
総
瑠
縫
防
留
話
雑
…

濡
糠
韓
藁

…
保
険
料
は
所
得
か
ら

　
　
　
控
除
さ
れ
ま
す

繭
髄
篇
襯
鷲
難
雄

…
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
…

皿
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
…

r
〔
課
税
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

付
し
ま
す
。
年
金
制
度
は
、
若
い
人

が
順
々
に
負
担
し
合
っ
て
、
高
齢
者

を
養
っ
て
い
く
ん
で
す
か
ら
ー
。
そ

れ
に
し
て
も
、
保
険
料
が
市
民
体
育

館
、
市
民
会
館
、
公
民
館
等
に
融
資

さ
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

で
も
い
い
こ
と
で
す
ね
。
財
政
面
か

ら
は
、
利
ざ
や
を
か
せ
げ
る
し
、
ま

ち
の
施
設
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る

ん
で
す
も
の
…
。

昭和54年度年金還元

融資施設の一部です

水沢保育所
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有
利
な
妻
の
加
入

　
　
近
頃
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や

　
恩
給
な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る
人
と
そ

　
　
の
配
偶
者
の
か
た
な
ど
の
年
金
加
入

　
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
か

　
ナ
期
冊
と
い
う
加
入
期
間
計
算
の
特

　
例
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
わ
ず
か
な

　
保
険
料
で
多
く
の
保
障
を
ご
主
人
の

　
加
入
し
て
い
る
年
金
の
ほ
か
に
も
ら

繍
慶
∞
　
　
∞
　
維

　
　
　
　
　
　
　
　
7

任意加みをしなかっ

かした通算老齢年金

擬籔圏筆
●厚生年金と国民年金では17

　んが、任意加入しなかった

　の11年を加えると年金受給

　年を満たしますので、将来

　国年から10年分の年金を受

関
ロ
ち
か
子
さ
ん
（
写
真
左
）
は
、
ご
主
人
が
厚
生
年
金
の
加
入
者
で
す
が

　
　
　
　
自
分
の
老
後
に
備
え
て
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
ま
す
。

え
る
こ
と
が
、
有
利
な
年
金
と
し
て
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
に
浸

透
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
、

左
表
を
ご
覧
に
な
っ
て
ど
し
ど
し
ご

加
入
く
だ
さ
い
。
遺
族
年
金
は
、
ご

主
人
が
も
ら
う
年
金
の
半
額
で
す
。

老
後
は
大
丈
夫
で
す
か
ー
。

　
　
］
年
の
加
入
で
年
金

　
　
　
　
　
が
も
ら
え
ま
す

　
国
民
年
金
か
ら
老
齢
年
金
を
も
ら

う
に
は
、
原
則
と
し
て
、
二
十
五
年

以
上
加
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
は
“
最
低
一
年
間
の
加
入
で
年
金

が
も
ら
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
主
人

が
厚
生
年
金
な
ど
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
た
た
め
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
も
、
加
入
し

た
も
の
と
見
な
す
扱
い
「
カ
ラ
期
間
」

が
あ
る
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
、
極

端
な
例
で
す
が
、
五
十
九
歳
で
加
入

し
て
も
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た

　
事
　
　
例
　
　
葎
嚢
湘
入
ず
る
と

庭野恵美子
寿町1丁目

　
任
意
加
入
し
よ
う
か
な

　
主
人
は
厚
生
年
金
。
私
は
何

皿
に
も
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
結
婚
㎜

韓
羅
嵐

奥
さ
ん
自
身
が
会
社
な
ど
に
勤
め
た
期

間
も
通
算
し
て
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
掛
金
の
途
中
の

　
　
　
　
保
障
も
あ
り
ま
す

　
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
を
も
ら

う
こ
と
は
、
理
想
で
す
が
、
掛
金
の

途
中
で
奥
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
は
、
障
害
年
金
（
一
級
六
十

二
万
七
千
円
二
級
五
十
万
一
千
六
百

円
）
が
、
ご
主
人
に
万
一
の
不
幸
が

あ
っ
た
と
き
は
、
ご
主
人
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
か
ら
遺
族
年
金
が

も
ら
え
る
ほ
か
、
国
民
年
金
か
ら
母

子
年
金
（
子
ど
も
一
人
の
場
合
三
十

万
一
千
円
）
が
も
ら
え
ま
す
。

歳
を
と
っ
た
と
き

も
し
障
害
者
に
な

っ
た
と
き

も
し
夫
が
亡
く
な

っ
た
と
き
、

（
子
ど
も
十
八
儀
崇
瀦
》

も
し
夫
も
妻
も
亡

く
な
っ
た
と
き

（
子
ど
も
十
八
韻
茎
獅
》

カ
ラ
期
間
と
は
：
」

　ご

主
人
が
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
た
た
め
、
奥

さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
す

る
必
要
の
な
か
っ
た
期
間
も

加
入
し
た
も
の
と
み
な
す
こ

と
で
年
金
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年

金
額
の
計
算
に
は
入
れ
ま
せ

ん
の
で
早
く
か
ら
加
入
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

磯拶嚢
ず
縷
箋
－
で
讐
多

か
．
一
燈
遷
墨
空
驚

擁
睡
繊
鴫
蓄
饗
撃

難
態
藻
駕
職
鰹
い

塗
馨
灘
礁
．
懇
嘆
響

櫨
難
灘
鯖
繍
慧
灘

灘
雛
籔
馨
墨
翼
磐
紅

’
難
滋
婁
齢
謙
搬
瞭
嚢
、

鐵
騰
禦
驚
馨
鍛
誤

譲驚灘鯉

灘鷺

嚢
縁
携

譲
燕
、
嚢
碁
饗
婁

鯨
講
淋
馨
毒
麟
謙
繍
憲
灘
溌
噸
選

竈
蓼
瀦
灘
盤
㎜
還
礁
灘

纏顎
羅

紡
購
讐
繋

国
年
の
偉
襲
絃
義

遺
族
年
金
と
国
年

め
母
子
銘
金

護
箋
と
暴

の
逡
兇
年
糞
虻

畿
鐙
継

秀
書
年

像
灘
鞭
し

遭
族
年
壷
の

、
蕩
購
、
灘

。
糊
鞍

灘
講
縣

一ロメモ■日本人の平均寿命一男性73．46歳女性78．89歳（昭和54年度簡易生命表による）

第3種郵便物認可）昭和55年11月10日

年
金
は
得
な
貯
蓄
だ
が
…
・

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
を
除
い
た
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
日
本
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
八
ぺ

ー
ジ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や

昼
間
部
の
学
生
は
任
意
加
入
者
）
こ

れ
ら
の
当
然
加
入
者
は
、
六
十
歳
ま

で
保
険
料
を
掛
け
て
六
十
五
歳
か
ら

年
金
を
も
ら
う
の
が
原
則
で
す
。

物価が上がれば年金も上がる

国
民
年
金
は
個
人
型

　
厚
生
年
金
は
家
族
型

別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
例
え
ぱ

ご
主
人
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

れ
ば
、
老
齢
年
金
を
も
ら
う
と
き
、

奥
さ
ん
と
こ
ど
も
の
加
給
年
金
額
を

加
算
。
万
一
ご
主
人
が
死
ん
で
も
遺

9づ

葬、』金

大5．4．1以前　10年

大6．4。1以前　U年
大7．4．1以前　12年

大8，4．1以前　13年

大9．4．1以前　14年

大10．4．1以前　15年

大11，4．1以前　16年

大12．4．1以前　17年

大13，4．1以前　18年

大14，4．1以前　19年

大15．4。1以前　20年

昭2．4．1以前　21年

昭3．4．1以前　22年

昭4．4．1以前　23年

昭5．4．1以前　24年

公
的
咋
金
と
合
算
し
て
最
櫃
年
数
を
満
た
せ
ば
通
老

族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、
］
人

が
加
入
し
て
い
る
こ
と
で
、
家
族
全

体
を
カ
ベ
ー
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
国
民
年
金
は
、
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ

加
入
す
る
こ
と
で
保
証
を
確
か
な
も

の
に
し
て
い
る
の
で
、
個
人
型
年
金

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
仮
り
に
奥
さ
ん

が
加
入
し
て
い
な
い
と
、
ご
主
人
が

死
亡
し
た
場
合
、
厚
生
年
金
の
遺
族

年
金
に
あ
た
る
母
子
年
金
は
出
な
い

し
、
六
十
五
歳
の
老
齢
年
金
も
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
．
国
民
年
金
は
、
ご
主

人
だ
け
で
な
く
奥
さ
ん
本
人
が
加
入

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

に
「
同
時
に
二
つ
の
公
的

年
金
に
加
入
で
き
な
い
」
こ
と
と
二

つ
の
制
度
か
ら
二
つ
の
年
金
は
受
け

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
大
原
則
も
覚
え

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は

現
在
す
で
に
年
金
を
も
ら
い
始
め
た

人
の
実
例
を
あ
げ
て
説
明
し
よ
う
。

養
円
年
　
　
で
円
　
　
　
　
加

㊥醗騨
／璽麟灘
　もらえる資格のある人が65歳まで待た

ずに60歳からもらおうとするときは、下

表のように減額されます。

　また65歳になってももらわずに先にの

ばすと増額されます一。

　この割合は、一生変えることはできま

せん。例えぱ30万円もらえる人が60歳で

請求すると12万6，000円減額され、受けら

れる年金額は17万4，000円となります。そ

こで65歳と60歳で請求した人をくらぺる

と71歳位で肩をならべ、それからは65歳

の人が有利になります。請求はよく考え

て・一。

と』鯵』厚辞』雪（9）

年をとったとき…‘老齢年愈》

●25年以上加入

男性女性とも65歳でうけられる．60～64罐

は滅額年金がある●

1．㈱円×加入月敷菖年金顧（年纈）

期問短縮者の場合…昭和5年4月

1日以前に生れた人は受給資格期

問が10年から24年に短縮され優遇

措置がある。

650円x（300一加入月数）＝上積み分

を年金額に加算

病気やケガをしたとき・・‘障書年金》

●保険料を1年以 ヒ納めていると

症状により次の年金が受けられる

1級…627，000円2級…501，600円

夫・父などが死んだとき

‘皿子年盆》　残された妻が1年以上保

険料を納めていると、　年681，0α）円（母子

加算鰐度130，㏄0円含む1母子加算は選族年

金をうけられない人に支給。

《準偲子年金》残された孫や弟妹の養

育のために祖母や姉に支給。年6刷・600円

⊂遣児年金》亡くなった父、母が1年

以上保険料を納めていると年501，600円

母子・遺児年金の子の加算額　2人目まで

は1人にっき60，〔頁）0円3人目からは24，（X〕0円

く寡婦庫金》　夫に先立たれた宋亡人

に夫の受けるはずの老齢年金の半分を支

給。支給期間は臼）～64歳．

●56年4月から保険料は月額4，500円、付加

年金加入の場合月額4，900円

器畿

年をとったとき…ζ老齢年金》

●20年以上加入
〔男性は60歳女性は55歳でうけられる）

あなたの年盆計算瓶

國・圏圃　　　　　　二基本年金（年額）

加給年金（年額）は妻18U，㏄0円

18歳未満の子ども

（2人までは：人につきa〕，0偵〕円．3人目

　からは24，0α）円）

夫婦で老齢年金を受けるときは、

加給年金を支給しない

病気やケガをしたとき　《障書隼盆》

●加入期間が6カ月以上あると症

　状により次の年金が受けられる

1級…基本年金額の需の額

2級…基本年金額のioO％の額

3級…基本年金額の窩

　　　（最低保障501，600円）

いずれも加給年金がつく

夫・父などが死んだとき

　　　　　　　　一‘遣族年金》

年金額は、老齢年金の基本年金額

の半分です。受ける人は残された

妻と子。寡婦加算がつきます．

寡婦加算額　ほかから老齢年金を

うける人は寡婦加算を支給しない，

子ども2人以上のとき

　　　　　　　　　　210，000円

　　　　　最低保障額831，600円

子ども1人のとき　・一120，000円

　　　　最低保障額681，600円

60歳以上の寡婦…・・一120，000円

　　　　最低保障額621，600円

　
ニ
カ
月
で

　
保
険
料
の
元
を
と
る

　
国
民
年
金
の
加
入
期
間
二
十
五
年

は
昭
和
六
十
一
年
に
な
ら
な
い
と
出

て
こ
な
い
の
で
、
大
正
四
年
九
月
生

ま
れ
の
C
さ
ん
が
国
民
年
金
制
度
発

足
時
に
加
入
し
、
こ
と
し
の
十
月
か

ら
老
齢
年
金
を
も
ら
い
始
め
た
ケ
ー

ス
。
保
険
料
を
支
払
っ
た
の
は
、
＋

四
年
六
カ
月
（
…
…
月
）
で
納
め
た
保

険
料
の
合
計
は
六
万
三
千
百
五
十
円

（
大
正
四
年
生
ま
れ
の
人
は
、
受
給

資
格
期
間
が
十
年
に
短
縮
さ
れ
る
。

保
険
料
も
月
額
百
五
十
円
か
ら
ス
タ

ー
ト
）
こ
れ
に
対
し
て
、
改
定
後
支

給
さ
れ
る
年
金
は
年
額
三
十
七
万
四

千
二
百
円
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
二

ヵ
月
の
年
金
で
元
を
と
る
こ
と
に
な

③
　
　
問
　
明
治
4
4
年
4
月
2
日
生

　
　
ま
れ
で
す
が
、
老
齢
福
祉
年

　
　
金
を
も
ら
え
ま
す
か
？

　
　
1
ー
老
齢
福
祉
年
金
は
、
明

ば
　
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に方
に
生
ま
れ
た
人
が
、
七
＋
歳

製
鶏
擁
捜
辞

高
な
た
の
よ
う
に
四
月
言
以

り
ま
す
。

じ
か
も
、
年
金
額
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
で
増
額
す
る
し
、
生
き
て
い
る

限
り
も
ら
え
ま
す
ー
。
国
民
年
金
は

損
か
得
か
の
問
題
で
な
く
若
い
と
き

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
保
険
料
を
積
み
立
て

て
老
後
は
ま
と
ま
っ
た
年
金
を
支
払

う
の
が
原
則
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
C
さ
ん
は
得
し
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
若
い
人
達
が
心
配

し
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
達
の
老
後

も
同
じ
か
と
い
う
と
、
こ
う
は
い
か

な
い
か
も
知
れ
な
い
伍
し
か
し
、
　
一

般
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険

料
を
積
み
立
て
た
総
額
は
、
年
金
受

給
後
ニ
カ
年
で
元
が
と
れ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
年
金
は
将
来

に
わ
た
っ
て
安
全
有
利
な
貯
蓄
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

降
に
生
衷
れ
た
か
た
は
、
年
金
制
度

に
加
入
し
、
一
定
の
保
険
料
を
納
め

な
い
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
二
十
歳
に
な
る
前
に
障
害

者
に
な
っ
た
人
は
、
二
十
歳
か
ら
障

害
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子

福
祉
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

慮繋

煮
ぴ

●
　
　
　
　
　
　
市
ノ
’
．
，
、

　
　
　
　
　
　
大
山

　
　
　
　
　
　
町
之

　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
中
｛

か
繰
下
げ
か

私
が
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の

は
、
満
六
十
歳
の
誕
生
日
の
前
月
が

掛
け
終
わ
り
だ
か
ら
・
あ
と
二
年
で
す
。

未
納
せ
ず
長
年
良
く
頑
張
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
若
い
人
は

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
ら
だ

ん
だ
ん
大
変
に
な
り
ま
す
よ
。
年
金

は
、
六
十
五
歳
ま
で
待
て
ば
、
満
額

も
ら
え
る
ん
で
す
が
、
繰
上
げ
請
求

し
て
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
間
に

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。
減
額
さ
れ

ち
ゃ
う
け
ど
ー
。
　
（
こ
の
と
き
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
年
金
の
係
員
か
ら
、

「
健
康
状
態
が
良
け
れ
ば
六
十
五
歳

か
ら
七
十
歳
ま
で
な
ら
繰
下
げ
請
求

も
で
き
る
」
と
聞
か
さ
れ
、
う
ー
ん

と
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
…
。
）

●
　
　
　
　
　
　
ブ
目

　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
ノ
　

　
　
　
　
　
　
子
東

　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
金
本

　
福
祉
年
金
は
支
え
で
す

福
祉
年
金
を
貰
っ
て
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
こ
と
し
も
年
金
が
ア
ッ
プ

す
る
の
を
テ
レ
ビ
で
知
り
今
か
ら
心

待
ち
し
て
い
ま
す
よ
。
全
く
あ
り
が

た
い
制
度
で
す
が
、
私
み
た
い
に
収

入
も
な
く
一
人
暮
ら
し
の
老
人
は
、

も
う
少
し
余
計
に
貰
わ
な
い
と
大
変

で
す
。
電
気
、
水
道
料
だ
け
で
も
月

一
万
円
も
か
か
る
世
の
中
だ
か
ら
。

年金手帳を大切にねんきんは福祉社会のパスポート

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
と
き

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
手
続
き
を
・

一
昭
和
三
十
五
年
生
ま

れ
の
か
た
　
あ
な
た
は
満
二
十
歳
、

農
業
や
商
業
、
自
営
業
の
か
た
は
国

民
年
金
へ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
．

出
稼
ぎ
の
か
た
は
届
出
を
…

市
民
生
活
課
窓
口
で
、
勤
務
期
間

証
明
用
紙
二
枚
さ
し
あ
げ
ま
す
。
］

枚
は
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
、
記
号
番
号
等
を

記
入
し
、
家
族
あ
て
郵
送
、
家
族
の

方
が
窓
口
へ
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
．

も
う
一
枚
は
、
退
職
さ
れ
る
際
、

会
社
か
ら
証
明
を
も
ら
い
、
本
人
が

市
民
生
活
課
窓
口
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
出
は
ー

■
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
国
民

年
金
手
帳
と
印
鑑
■
他
の
年
金
に
加

入
し
た
と
き
あ
ら
た
に
取
得
し
た
被

保
険
者
証
（
組
合
員
証
）
と
国
民
年

金
手
帳
、
印
鑑
■
任
意
で
加
入
し
て

い
た
人
が
や
め
る
と
き
国
民
年
金
手

帳
■
市
外
に
転
出
し
た
と
き
未
納
保

険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め
て
国
民
年
金

手
帳
を
転
出
先
の
市
町
村
へ
提
示
。

保
険
料
を
納
め
る
と
き
…

納
付
緯
合
を
通
じ
納
付
書
を
配
付

し
ま
す
が
、
年
金
委
員
さ
ん
が
｝
括

し
て
銀
行
や
市
農
協
へ
保
険
料
を
納

入
し
て
く
れ
ま
す
。
保
険
料
は
ニ
カ

月
分
づ
つ
年
六
回
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
を

保
険
料
の
一
年
分
前
納
者
を
対
象

に
口
座
振
替
も
出
来
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
年
五
分
五
厘
の
割

引
が
あ
り
ま
す
。
希
望
の
か
た
は
銀

行
、
農
協
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
振

替
は
五
十
六
年
四
月
二
十
日
で
す
。

六
十
畿
に
な
っ
た
ら

満
六
十
歳
、
保
険
料
を
か
け
終
わ

り
ま
し
た
。
六
十
五
歳
ま
で
楽
し
み

に
お
待
ち
に
な
る
か
減
額
年
金
の
請

求
を
ー
。

隼
金
証
昏
が
く
る
ま
で

本
人
に
年
金
証
書
が
届
く
ま
で
三

ヵ
月
位
（
通
老
は
六
カ
月
）
か
か
り

ま
す
。
な
お
年
金
支
払
い
月
は
、
老

齢
が
三
・
六
・
九
・
十
一
月
（
通
老

は
六
・
十
二
月
）
の
各
月
で
す
。

現
況
届
の
提
出
は
本
人
の
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

●
　
　
　
　
　
　
子
目

　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
信
－

　
　
　
　
　
　
越
東

　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
生
本

　
年
金
制
度
の
将
来

　
　
　
に
不
安
が
…

私
は
、
二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
．
テ
レ
ビ
や
市
報

等
で
年
金
財
政
は
苦
し
い
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
私
達
が
老
人
に
な
っ
た

と
き
、
現
行
の
計
算
で
年
金
が
貰
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

法
律
は
か
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
の
老
後
も
、
今
の
お
年
寄
り
み

た
い
に
貰
え
る
と
す
れ
ば
、
保
険
料

が
少
し
高
く
な
っ
て
も
無
理
し
て
納

留雛

郵軽

擁
讐

…
る
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
住
宅
金
…

ぬ
総
瑠
縫
防
留
話
雑
…

濡
糠
韓
藁

…
保
険
料
は
所
得
か
ら

　
　
　
控
除
さ
れ
ま
す

繭
髄
篇
襯
鷲
難
雄

…
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
…

皿
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
…

r
〔
課
税
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

付
し
ま
す
。
年
金
制
度
は
、
若
い
人

が
順
々
に
負
担
し
合
っ
て
、
高
齢
者

を
養
っ
て
い
く
ん
で
す
か
ら
ー
。
そ

れ
に
し
て
も
、
保
険
料
が
市
民
体
育

館
、
市
民
会
館
、
公
民
館
等
に
融
資

さ
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

で
も
い
い
こ
と
で
す
ね
。
財
政
面
か

ら
は
、
利
ざ
や
を
か
せ
げ
る
し
、
ま

ち
の
施
設
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る

ん
で
す
も
の
…
。

昭和54年度年金還元

融資施設の一部です

水沢保育所



QO
博
Q
O蕊

　
　
　
　
　
　
に
問

　
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
制
疑

　
年
金
は
だ
め
で
も

　
　
児
童
扶
養
手
当
が

秋
雨
の
中
、
Y
婦
人
が
年
金
係
の

窓
口
を
訪
れ
た
．
国
民
年
金
に
加
入

　拠出年金は7％のアップ
　国民年金の給付改善案が10月の臨時国会で可決

成立しました。

　主な内容は、老齢年金が約7％アップ。母子年

金は月15，000円の母子加算制度を創設。母子、遺

児年金の子の加算額も増額するなど手厚い改善内

容です。また、年金引上げに伴う負担増として保

険料は56年4月から月4，500円に改定されます一、

　実施は7月から。母子加算は8月から。

25年年金　　月額39，225円→42，0CO円

10年年金　　　〃24，742円→26，550円

5年年金　　　〃20，108円→22，600円

障害年金

　　1級　　　〃　49，792円→52，250円

　　2級　　〃39，833円→41，800円
母子圏年金　　〃39，833円→56，800円

（母子加算の15，000円を含む）

※母子加算は他制度から遺族年金を受けられない

人に限って支給される。

遺児年金　　月額39，833円→41，800円

母子、遺児年金の子の加算額

　2人目　　　　2，000円→5，000円
　3人目以降　　　400円→2，000円

－　福祉年金は、拠出年金をやや上まわる約7．5％のアップとなり、8月から実施されます。

老齢福祉年金月額20，000円→22，500円

障害福祉年金

　　1級　　　〃30，000円→33，800円

　　2級　　　〃20，000円→22，500円
母子1準1福祉年金　26，0（X）円→29，300円

テレビで年金の勉強を

し
て
い
た
ご
主
人
が
亡
く
な
り
、
残

さ
れ
た
Y
婦
人
と
九
歳
の
子
ど
も
に

母
子
年
金
を
も
ら
え
な
い
か
ー
，
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
よ
く
聞
い
て
み

る
と
、
Y
婦
人
は
、
、
二
年
前
か
ら
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は

気
の
毒
な
ケ
ー
ス
だ
が
、
母
子
年
金

　
　
　
　
加

　
円
円
円
　
れ
　
円
　
円
円

㈱
糊
肪
脚
鵬

　
5
2
姐
5
6
綬
姐
臥
乳

　
↓
↓
↓
　
金
　
↓
額
↓
↓

　
円
円
円
）
年
　
円
算
円
円

説
翻
離
淵
瑠

　
姐
器
陛
㌘
3
9
子
2

”
”
”
脚
蟹
號

は
出
ず
、
死
亡
一
時
金
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
逆
に
。
こ
主
人
が
厚
生
年

金
、
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
場
合
、
厚
生
年
金
か
ら
遺
族

年
金
が
、
ま
た
、
国
民
年
金
か
ら
母

子
年
金
（
母
子
年
金
が
出
な
い
場
合

は
母
子
福
祉
年
金
）
が
支
給
さ
れ
る
。

の％

●

社会保険庁提供

NST新潟総含テレビ

午前6時半～6時45分

今日の健康あすの年盆
　　　　　午前6時半～5時4b分F　　　l年．が金はりるそ
　　　　　今日の健康あすの年盆　　　　　　i金　ト　か　む　す　か　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iと八支ず為でへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1同歳給か　年か

亀i盤1嶽饗1騰織
　　　　12月31日凶　あすの年金　　　　　　　　当　子　子・母　し　か　し

新潟県国民年金課もチレヒ、ラジオスポノトを予　が福ど子　く　〔 r

定しています．　　　　　　　　支祉も年みたい

給
さ
れ
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
は
、

児
童
の
す
二
や
か
な
成
長
を
社
会
全

体
で
薗
倒
を
見
よ
う
と
い
う
こ
と
た
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
こ
の
ほ
か
、

離
婚
、
父
が
廃
疾
者
、
遺
棄
な
ど
の

場
合
に
も
、
実
際
養
育
し
て
い
る
母

な
ど
に
月
額
二
万
九
千
三
百
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
相
談
は
…
年
金
の
受
給
資
格

　
　
　
　
　
や
年
金
見
込
額
を

警
　
　
　
　
知
り
た
い
場
合
は

　
　
　
　
年
金
相
談
コ
ー
ナ

　
　
　
　
　
ー
か
長
岡
社
会
保

険
事
務
所
も
し
く
は
市
民
生
活
課
年

金
係
へ
（
8
七
…
三
㎜
二
番
）

●
社
会
保
険
庁
業
務
課

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
三
－
五

ー
二
四
8
0
三
－
三
三
四
ー
三
＝
二

一
番
●
新
潟
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
文
書
か
来
訪
に
限
る
）
新
潟
市
東

大
通
り
一
ノ
三
ノ
一
新
潟
帝
石
ビ
ル

内
8
0
二
五
二
ー
四
四
i
九
二
四
六

番
●
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
　
長
岡

市
台
町
二
丁
目
九
番
十
七
号
魯
〇
二

五
八
i
三
六
－
五
｝
四
一
番

一国民年金保養センターこしじ

盈（02579）2－6111番　　2－61

申し込み・問い合わせは直接「こし

●交通…小出駅から大湯温泉行きノ

　分葎沢下車徒歩5分
　（団体の場合小出駅までバスの送迎

　こないます）平日大歓迎
●穆泊料金（1泊2食税込み）
被保険者・受給者4，500円一般4，

（10）と畜ガ診‘雪r

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
足

　
　
　
　
　
～
企
画
委
員
会
を
新
設
し
組
織
強
化
～

■■■■■■■■1■■r第3種郵便物認可）昭和55年11月10日

雪まつり実行委員会

会長1名　副会長若干名）◎協力機関

　　各業界代表　　十日町警察署
　　学識経験者　　十日町土木事務所
　　企画委員会代表　　　十日町保健所
　　　　　1　　　　　　十日町駅

◎事務局企画委員会
　
第
三
十
二
回
雪
ま
つ
り
の
企
画
、
立
案
な
ど

全
般
を
行
う
「
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
組

織
を
一
部
変
更
し
て
、
十
月
三
十
｝
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
雪
ま
つ
り
の
期
日
を
、

明
年
二
月
十
四
、
十
五
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
組
織
変
更
の
主
な
点
は
、
実
行
委
員
会
の
中

に
企
画
委
員
会
を
新
設
し
た
こ
と
で
す
。
企
画

委
員
会
は
、
若
い
人
達
か
ら
大
い
に
力
を
発
揮

し
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の

参
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
部
会
で
は
、
大
型
バ
ス
・
マ
イ
カ
ー
な

ど
が
年
々
増
え
て
い
る
の
に
対
応
し
て
交
通
部

会
が
独
立
し
ま
し
た
。

市
民
参
加
で
楽
し
い
雪
ま
つ
り
に
す
る
た
め

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

名干若長
者
表

類
験
代

副
経
会

名
識
部

1
学
各

長員委

宣
　
伝
　
部
　
会

催
　
事
　
部
　
会

ひ
ろ
ば
部
会

力
ー
ニ
バ
ル
部
会

雪
の
芸
術
展
部
会

交
　
通
　
部
　
会

商
　
業
　
部
　
会

　雪ん子会（滝沢洋一会長）では、郷土人形「雪

ん子」をモデルにした合唱組曲・雪ん子の発表

会をー）ぎのとおり開催します。

　同曲は、序章～終章まで5つの章に別かれて

おり、十日町小・中学校の児童・生徒と十日町

市婦人会が合唱を担当します．

　ぜひともご来場ください

日時　11月22日（ガ　午後2時半開演

会場　十日町市民会館ホール

　作時者　　　　作曲者　　　　作曲者

田村居雪さん関ロ愛吉さん白岩俊夫さん

　
《
組
曲
「
雪
ん
子
」
が
で
き
る
ま
で
》

歌
唱
「
雪
ん
子
」
の
原
曲
は
、
人
形
「
雪
ん
子
』
の

製
作
者
田
村
居
雪
さ
ん
が
作
詩
し
、
同
じ
く
雪
ん
子

同
人
の
関
口
愛
吉
さ
ん
が
即
興
的
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

曲
を
つ
け
、
こ
れ
を
小
学
生
の
合
唱
団
に
歌
？
て
も

ら
う
た
め
白
岩
俊
夫
さ
ん
が
編
曲
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
が
好
評
で
、
も
う
少
し
ま
と
ま
っ
た
も
の
を

と
の
声
が
強
く
あ
が
り
、
再
度
、
田
村
さ
ん
、
白
岩

さ
ん
の
作
詩
・
作
曲
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
が
組
曲

「
雪
ん
子
」
で
す
。

簸
鑛
饗
馨
撚
灘
鐵
嚢
㎜

・
ヤ
澱
釘
霜
幾
吹
毒
楽
羅
鋲
鈴
ホ
昭
三
田
羨
）
で

は
．
左
紀
繹
よ
り
鯵
鴬
黛
慮
湖
携
泰
会
を
醐
凄
ま

劣
で
霧
ご
古
を
葺
℃
享
．

　
日
時
十
一
月
ナ
玉
貝
㈹
．
午
犠
六
時
欄
演

　
象
矯
　
十
日
町
布
畏
会
鎗
ホ
象
ル

　
λ
場
鵯
　
｛
般
六
百
円

　
　
　
小
・
中
・
鳶
校
生
四
盲
円

　
入
場
夢
飯
喪
斎
　
イ
ト
量
楽
讐
（
本
町
；

　
漕
篠
“
自
劉
　
マ
重
礁
四
曲
、
。
ヘ
リ
の
カ
メ
リ
カ

　
人
、
マ
イ
フ
露
ア
レ
デ
ィ
、
歌
醐
「
ロ
ー
ヱ
ン

　
グ
リ
ン
｝
よ
リ
エ
ル
ザ
の
大
童
鐵
へ
の
行
列
地

ネズミ駆
1レi～ 補

聴
器
修
理
会
を

　
　
実
施
し
て
い
ま
す

市
・
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
毎
週
月
曜
日
と

金
曜
日
に
、
聴
覚
障
害
者
の
補
聴
器
修
理
会
を
つ

ぎ
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

囹
月
曜
日
　
新
潟
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

　
　
　
午
後
三
時
～
四
時
ま
で

囹
金
曜
日
　
新
潟
リ
オ
ン
補
聴
器

　
　
　
午
後
一
時
～
二
時
ま
で

会
場
は
、
十
日
町
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

相
談
室
で
す
。

動　
　
0

運
％
　
く

隙
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
マ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
益

十
一
月
一
日
～
三
十
日
ま
で
の
一
カ
月
間
「
秋

の
い
っ
せ
い
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て

い
ぎ
す
。
こ
の
運
動
は
、
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
伝
染
病
・

食
中
毒
等
衛
生
上
の
被
害
や
農
作
物
等
経
済
上
の

被
害
を
防
除
し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

◎
ネ
ズ
ミ
に
食
物
を
与
え
な
い

●
食
物
を
放
置
し
な
い
。
●
台
所
の
ゴ
ミ
は
ふ
た

の
完
全
な
容
器
に
入
れ
る
。

◎
ネ
ズ
ミ
の
住
居
を
な
く
す
る

●
天
井
裏
、
押
入
、
物
置
等
を
清
潔
に
整
頓
し
、

巣
を
作
ら
せ
な
い
．
●
ネ
ズ
ミ
の
出
入
口
を
防
ぐ
。

◎
ネ
ズ
ミ
駆
除
は
｝
斉
に
総
合
的
に
進
め
る

●
環
境
整
備
す
る
と
と
も
に
、
薬
剤
等
を
用
い
て

地
区
ご
と
に
皿
斉
に
駆
除
す
る
。

．

遇

（第3種郵便物認可）昭和55年11月10日とおガ詐311

青
空
将
棋
教
室
（
中
条
）
↓

↓
雪
の
生
活
民
具
展

　
　
　
　
　
（
中
条
）

華

機
堺

畷磯鱒鉱

z塗
婆孤

ム文化祭

茶室）

↑青少年ホ

↓
初
登
場
〃
”
英
語
紙
芝
居

、
ム
乳

（
＋
日
晒
）

↓
　
か
い
ら
ぎ
展

売
　
　
（
下
条
）
　
↑

う
ど
ん
が
う
ま
そ
う
〃
一

↓
男
性
の
手
料
理
も
文
化
祭
な
ら
で
は
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
）

…　　　　　　　　　
痴』・■旧F’『・哨桝｝

　　　　　駕鳩　　　　　ぞ　　　　　、公民館　1

吉田地区

　
吉
田
地
区
に
は
、
四
つ
の
分
館
が

　
あ
り
ま
す
。
（
い
ず
れ
も
小
学
校
に
併

　
設
）
。

ぼ
ー
吉
田
分
館
（
吉
田
山
谷
Y
ー

　
　
●
分
館
長
　
　
田
原
　
正
吉

　
　
●
分
館
主
事
　
丸
山
正
一
、
一
郎

㎜
　
　
現
在
、
ど
こ
の
部
落
も
公
民
館

　
（
集
会
所
）
が
立
派
に
な
り
、
ち
ょ
っ

　
と
し
た
会
合
等
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
こ

　
で
消
化
で
き
る
様
に
な
っ
て
き
て
お

　
り
、
こ
の
分
館
区
内
で
も
趣
味
や
同

好
サ
ー
ク
ル
な
ど
は
各
部
落
公
民
館

　
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
す
．

　
　
こ
こ
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
教
室
、
活

花
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
コ
ー
ラ

　伽♂㌦〆
鋼

ノ
も
ご

ス
教
室
は
三
年
目
を
迎
え
、
良
き
指

導
者
の
も
と
で
仲
間
づ
く
り
も
盛
ん

で
す
。
十
一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る

地
区
芸
能
祭
で
は
郷
土
の
歌
「
わ
が

里
吉
田
」
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
　
鐙
島
分
館
（
南
鐙
坂
Y
ー

　
●
分
館
長
　
　
水
島
敏

　
●
分
館
主
事
　
小
坂
井
　
昭
吾

　
吉
田
地
区
の
中
央
に
位
置
し
、
立

置
条
件
に
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

継
続
講
座
は
民
謡
教
室
と
書
道
講
座

の
二
つ
で
す
が
、
他
に
も
分
館
あ
げ

て
の
盆
踊
り
大
会
、
年
賀
交
歓
会
な

ど
が
あ
り
、
ま
と
ま
り
も
良
く
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

新
し
い
体
育
館
で
は
、
若
者
達
を
中

心
に
利
用
者
も
増
え
、
毎
日
元
気
の

良
い
歓
声
が
聞
え
て
き
ま
す
、

ー
真
田
分
館
（
鉢
）
1

　
●
分
館
長
　
　
品
田
　
表
生

　
●
分
館
主
事
　
小
池
　
豊
一

　
こ
こ
で
は
、
お
か
あ
さ
ん
を
中
心

に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
館
か
ら
出
向
い
て
行
く
形
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ン
も
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

と
っ
て
い
る
も
の
の
、
婦
人
学
級
に
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

は
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
婦
人
会
を
中
蝦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濯

心
と
し
た
文
集
「
ら
く
が
き
」
も
す

戴
権
ガ
蓬
も
大
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

灘
灘
滋

　
　
名
ケ
山
分
館
（
名
ケ
山
）
ー

●
分
館
長
星
稔
男
　
｛

蕪
“
◎
嵐

は
少
な
㌧
地
区
で
す
が
、
熱
毛
な
参
譜

加
者
と
良
き
指
導
者
に
よ
り
、
詩
吟
“

教
室
に
は
、
グ
ル
ー
プ
化
の
芽
も
育

っ
て
来
て
い
ま
す
．
こ
こ
で
も
f
作

り
の
文
集
「
ら
く
が
き
」
が
婦
人
達

自
ら
の
力
で
毎
年
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
間
へ
き
地
で
、
出
稼
ぎ
に

行
っ
た
、
と
う
ち
ゃ
ん
の
留
守
を
守

る
切
実
な
声
が
聞
か
れ
手
．
睾
v

部
落
と
の
距
離
が
あ
り
、
事
業
が
一
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

方
に
片
寄
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
。
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
丸

10月10日号10ページインフルエンザ予防接種日程表で東小学校区2回目実施日を11月21日（金）を11月20日（木）に変更します。



QO
博
Q
O蕊

　
　
　
　
　
　
に
問

　
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
制
疑

　
年
金
は
だ
め
で
も

　
　
児
童
扶
養
手
当
が

秋
雨
の
中
、
Y
婦
人
が
年
金
係
の

窓
口
を
訪
れ
た
．
国
民
年
金
に
加
入

　拠出年金は7％のアップ
　国民年金の給付改善案が10月の臨時国会で可決

成立しました。

　主な内容は、老齢年金が約7％アップ。母子年

金は月15，000円の母子加算制度を創設。母子、遺

児年金の子の加算額も増額するなど手厚い改善内

容です。また、年金引上げに伴う負担増として保

険料は56年4月から月4，500円に改定されます一、

　実施は7月から。母子加算は8月から。

25年年金　　月額39，225円→42，0CO円

10年年金　　　〃24，742円→26，550円

5年年金　　　〃20，108円→22，600円

障害年金

　　1級　　　〃　49，792円→52，250円

　　2級　　〃39，833円→41，800円
母子圏年金　　〃39，833円→56，800円

（母子加算の15，000円を含む）

※母子加算は他制度から遺族年金を受けられない

人に限って支給される。

遺児年金　　月額39，833円→41，800円

母子、遺児年金の子の加算額

　2人目　　　　2，000円→5，000円
　3人目以降　　　400円→2，000円

－　福祉年金は、拠出年金をやや上まわる約7．5％のアップとなり、8月から実施されます。

老齢福祉年金月額20，000円→22，500円

障害福祉年金

　　1級　　　〃30，000円→33，800円

　　2級　　　〃20，000円→22，500円
母子1準1福祉年金　26，0（X）円→29，300円

テレビで年金の勉強を

し
て
い
た
ご
主
人
が
亡
く
な
り
、
残

さ
れ
た
Y
婦
人
と
九
歳
の
子
ど
も
に

母
子
年
金
を
も
ら
え
な
い
か
ー
，
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
よ
く
聞
い
て
み

る
と
、
Y
婦
人
は
、
、
二
年
前
か
ら
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は

気
の
毒
な
ケ
ー
ス
だ
が
、
母
子
年
金

　
　
　
　
加

　
円
円
円
　
れ
　
円
　
円
円

㈱
糊
肪
脚
鵬

　
5
2
姐
5
6
綬
姐
臥
乳

　
↓
↓
↓
　
金
　
↓
額
↓
↓

　
円
円
円
）
年
　
円
算
円
円

説
翻
離
淵
瑠

　
姐
器
陛
㌘
3
9
子
2

”
”
”
脚
蟹
號

は
出
ず
、
死
亡
一
時
金
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
逆
に
。
こ
主
人
が
厚
生
年

金
、
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
場
合
、
厚
生
年
金
か
ら
遺
族

年
金
が
、
ま
た
、
国
民
年
金
か
ら
母

子
年
金
（
母
子
年
金
が
出
な
い
場
合

は
母
子
福
祉
年
金
）
が
支
給
さ
れ
る
。

の％

●

社会保険庁提供

NST新潟総含テレビ

午前6時半～6時45分

今日の健康あすの年盆
　　　　　午前6時半～5時4b分F　　　l年．が金はりるそ
　　　　　今日の健康あすの年盆　　　　　　i金　ト　か　む　す　か　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iと八支ず為でへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1同歳給か　年か

亀i盤1嶽饗1騰織
　　　　12月31日凶　あすの年金　　　　　　　　当　子　子・母　し　か　し

新潟県国民年金課もチレヒ、ラジオスポノトを予　が福ど子　く　〔 r

定しています．　　　　　　　　支祉も年みたい

給
さ
れ
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
は
、

児
童
の
す
二
や
か
な
成
長
を
社
会
全

体
で
薗
倒
を
見
よ
う
と
い
う
こ
と
た
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
こ
の
ほ
か
、

離
婚
、
父
が
廃
疾
者
、
遺
棄
な
ど
の

場
合
に
も
、
実
際
養
育
し
て
い
る
母

な
ど
に
月
額
二
万
九
千
三
百
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
相
談
は
…
年
金
の
受
給
資
格

　
　
　
　
　
や
年
金
見
込
額
を

警
　
　
　
　
知
り
た
い
場
合
は

　
　
　
　
年
金
相
談
コ
ー
ナ

　
　
　
　
　
ー
か
長
岡
社
会
保

険
事
務
所
も
し
く
は
市
民
生
活
課
年

金
係
へ
（
8
七
…
三
㎜
二
番
）

●
社
会
保
険
庁
業
務
課

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
三
－
五

ー
二
四
8
0
三
－
三
三
四
ー
三
＝
二

一
番
●
新
潟
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
文
書
か
来
訪
に
限
る
）
新
潟
市
東

大
通
り
一
ノ
三
ノ
一
新
潟
帝
石
ビ
ル

内
8
0
二
五
二
ー
四
四
i
九
二
四
六

番
●
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
　
長
岡

市
台
町
二
丁
目
九
番
十
七
号
魯
〇
二

五
八
i
三
六
－
五
｝
四
一
番

一国民年金保養センターこしじ

盈（02579）2－6111番　　2－61

申し込み・問い合わせは直接「こし

●交通…小出駅から大湯温泉行きノ

　分葎沢下車徒歩5分
　（団体の場合小出駅までバスの送迎

　こないます）平日大歓迎
●穆泊料金（1泊2食税込み）
被保険者・受給者4，500円一般4，

（10）と畜ガ診‘雪r

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
足

　
　
　
　
　
～
企
画
委
員
会
を
新
設
し
組
織
強
化
～
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雪まつり実行委員会

会長1名　副会長若干名）◎協力機関

　　各業界代表　　十日町警察署
　　学識経験者　　十日町土木事務所
　　企画委員会代表　　　十日町保健所
　　　　　1　　　　　　十日町駅

◎事務局企画委員会
　
第
三
十
二
回
雪
ま
つ
り
の
企
画
、
立
案
な
ど

全
般
を
行
う
「
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
組

織
を
一
部
変
更
し
て
、
十
月
三
十
｝
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
雪
ま
つ
り
の
期
日
を
、

明
年
二
月
十
四
、
十
五
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
組
織
変
更
の
主
な
点
は
、
実
行
委
員
会
の
中

に
企
画
委
員
会
を
新
設
し
た
こ
と
で
す
。
企
画

委
員
会
は
、
若
い
人
達
か
ら
大
い
に
力
を
発
揮

し
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の

参
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
部
会
で
は
、
大
型
バ
ス
・
マ
イ
カ
ー
な

ど
が
年
々
増
え
て
い
る
の
に
対
応
し
て
交
通
部

会
が
独
立
し
ま
し
た
。

市
民
参
加
で
楽
し
い
雪
ま
つ
り
に
す
る
た
め

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

名干若長
者
表

類
験
代

副
経
会

名
識
部

1
学
各

長員委

宣
　
伝
　
部
　
会

催
　
事
　
部
　
会

ひ
ろ
ば
部
会

力
ー
ニ
バ
ル
部
会

雪
の
芸
術
展
部
会

交
　
通
　
部
　
会

商
　
業
　
部
　
会

　雪ん子会（滝沢洋一会長）では、郷土人形「雪

ん子」をモデルにした合唱組曲・雪ん子の発表

会をー）ぎのとおり開催します。

　同曲は、序章～終章まで5つの章に別かれて

おり、十日町小・中学校の児童・生徒と十日町

市婦人会が合唱を担当します．

　ぜひともご来場ください

日時　11月22日（ガ　午後2時半開演

会場　十日町市民会館ホール

　作時者　　　　作曲者　　　　作曲者

田村居雪さん関ロ愛吉さん白岩俊夫さん

　
《
組
曲
「
雪
ん
子
」
が
で
き
る
ま
で
》

歌
唱
「
雪
ん
子
」
の
原
曲
は
、
人
形
「
雪
ん
子
』
の

製
作
者
田
村
居
雪
さ
ん
が
作
詩
し
、
同
じ
く
雪
ん
子

同
人
の
関
口
愛
吉
さ
ん
が
即
興
的
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

曲
を
つ
け
、
こ
れ
を
小
学
生
の
合
唱
団
に
歌
？
て
も

ら
う
た
め
白
岩
俊
夫
さ
ん
が
編
曲
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
が
好
評
で
、
も
う
少
し
ま
と
ま
っ
た
も
の
を

と
の
声
が
強
く
あ
が
り
、
再
度
、
田
村
さ
ん
、
白
岩

さ
ん
の
作
詩
・
作
曲
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
が
組
曲

「
雪
ん
子
」
で
す
。

簸
鑛
饗
馨
撚
灘
鐵
嚢
㎜

・
ヤ
澱
釘
霜
幾
吹
毒
楽
羅
鋲
鈴
ホ
昭
三
田
羨
）
で

は
．
左
紀
繹
よ
り
鯵
鴬
黛
慮
湖
携
泰
会
を
醐
凄
ま

劣
で
霧
ご
古
を
葺
℃
享
．

　
日
時
十
一
月
ナ
玉
貝
㈹
．
午
犠
六
時
欄
演

　
象
矯
　
十
日
町
布
畏
会
鎗
ホ
象
ル

　
λ
場
鵯
　
｛
般
六
百
円

　
　
　
小
・
中
・
鳶
校
生
四
盲
円

　
入
場
夢
飯
喪
斎
　
イ
ト
量
楽
讐
（
本
町
；

　
漕
篠
“
自
劉
　
マ
重
礁
四
曲
、
。
ヘ
リ
の
カ
メ
リ
カ

　
人
、
マ
イ
フ
露
ア
レ
デ
ィ
、
歌
醐
「
ロ
ー
ヱ
ン

　
グ
リ
ン
｝
よ
リ
エ
ル
ザ
の
大
童
鐵
へ
の
行
列
地

ネズミ駆
1レi～ 補

聴
器
修
理
会
を

　
　
実
施
し
て
い
ま
す

市
・
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
毎
週
月
曜
日
と

金
曜
日
に
、
聴
覚
障
害
者
の
補
聴
器
修
理
会
を
つ

ぎ
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

囹
月
曜
日
　
新
潟
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

　
　
　
午
後
三
時
～
四
時
ま
で

囹
金
曜
日
　
新
潟
リ
オ
ン
補
聴
器

　
　
　
午
後
一
時
～
二
時
ま
で

会
場
は
、
十
日
町
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

相
談
室
で
す
。

動　
　
0

運
％
　
く

隙
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
マ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
益

十
一
月
一
日
～
三
十
日
ま
で
の
一
カ
月
間
「
秋

の
い
っ
せ
い
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て

い
ぎ
す
。
こ
の
運
動
は
、
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
伝
染
病
・

食
中
毒
等
衛
生
上
の
被
害
や
農
作
物
等
経
済
上
の

被
害
を
防
除
し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

◎
ネ
ズ
ミ
に
食
物
を
与
え
な
い

●
食
物
を
放
置
し
な
い
。
●
台
所
の
ゴ
ミ
は
ふ
た

の
完
全
な
容
器
に
入
れ
る
。

◎
ネ
ズ
ミ
の
住
居
を
な
く
す
る

●
天
井
裏
、
押
入
、
物
置
等
を
清
潔
に
整
頓
し
、

巣
を
作
ら
せ
な
い
．
●
ネ
ズ
ミ
の
出
入
口
を
防
ぐ
。

◎
ネ
ズ
ミ
駆
除
は
｝
斉
に
総
合
的
に
進
め
る

●
環
境
整
備
す
る
と
と
も
に
、
薬
剤
等
を
用
い
て

地
区
ご
と
に
皿
斉
に
駆
除
す
る
。

．

遇
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青
空
将
棋
教
室
（
中
条
）
↓

↓
雪
の
生
活
民
具
展

　
　
　
　
　
（
中
条
）

華

機
堺

畷磯鱒鉱

z塗
婆孤

ム文化祭

茶室）

↑青少年ホ

↓
初
登
場
〃
”
英
語
紙
芝
居

、
ム
乳

（
＋
日
晒
）

↓
　
か
い
ら
ぎ
展

売
　
　
（
下
条
）
　
↑

う
ど
ん
が
う
ま
そ
う
〃
一

↓
男
性
の
手
料
理
も
文
化
祭
な
ら
で
は
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
）

…　　　　　　　　　
痴』・■旧F’『・哨桝｝

　　　　　駕鳩　　　　　ぞ　　　　　、公民館　1

吉田地区

　
吉
田
地
区
に
は
、
四
つ
の
分
館
が

　
あ
り
ま
す
。
（
い
ず
れ
も
小
学
校
に
併

　
設
）
。

ぼ
ー
吉
田
分
館
（
吉
田
山
谷
Y
ー

　
　
●
分
館
長
　
　
田
原
　
正
吉

　
　
●
分
館
主
事
　
丸
山
正
一
、
一
郎

㎜
　
　
現
在
、
ど
こ
の
部
落
も
公
民
館

　
（
集
会
所
）
が
立
派
に
な
り
、
ち
ょ
っ

　
と
し
た
会
合
等
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
こ

　
で
消
化
で
き
る
様
に
な
っ
て
き
て
お

　
り
、
こ
の
分
館
区
内
で
も
趣
味
や
同

好
サ
ー
ク
ル
な
ど
は
各
部
落
公
民
館

　
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
す
．

　
　
こ
こ
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
教
室
、
活

花
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
コ
ー
ラ

　伽♂㌦〆
鋼

ノ
も
ご

ス
教
室
は
三
年
目
を
迎
え
、
良
き
指

導
者
の
も
と
で
仲
間
づ
く
り
も
盛
ん

で
す
。
十
一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る

地
区
芸
能
祭
で
は
郷
土
の
歌
「
わ
が

里
吉
田
」
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
　
鐙
島
分
館
（
南
鐙
坂
Y
ー

　
●
分
館
長
　
　
水
島
敏

　
●
分
館
主
事
　
小
坂
井
　
昭
吾

　
吉
田
地
区
の
中
央
に
位
置
し
、
立

置
条
件
に
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

継
続
講
座
は
民
謡
教
室
と
書
道
講
座

の
二
つ
で
す
が
、
他
に
も
分
館
あ
げ

て
の
盆
踊
り
大
会
、
年
賀
交
歓
会
な

ど
が
あ
り
、
ま
と
ま
り
も
良
く
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

新
し
い
体
育
館
で
は
、
若
者
達
を
中

心
に
利
用
者
も
増
え
、
毎
日
元
気
の

良
い
歓
声
が
聞
え
て
き
ま
す
、

ー
真
田
分
館
（
鉢
）
1

　
●
分
館
長
　
　
品
田
　
表
生

　
●
分
館
主
事
　
小
池
　
豊
一

　
こ
こ
で
は
、
お
か
あ
さ
ん
を
中
心

に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
館
か
ら
出
向
い
て
行
く
形
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ン
も
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

と
っ
て
い
る
も
の
の
、
婦
人
学
級
に
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

は
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
婦
人
会
を
中
蝦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濯

心
と
し
た
文
集
「
ら
く
が
き
」
も
す

戴
権
ガ
蓬
も
大
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

灘
灘
滋

　
　
名
ケ
山
分
館
（
名
ケ
山
）
ー

●
分
館
長
星
稔
男
　
｛

蕪
“
◎
嵐

は
少
な
㌧
地
区
で
す
が
、
熱
毛
な
参
譜

加
者
と
良
き
指
導
者
に
よ
り
、
詩
吟
“

教
室
に
は
、
グ
ル
ー
プ
化
の
芽
も
育

っ
て
来
て
い
ま
す
．
こ
こ
で
も
f
作

り
の
文
集
「
ら
く
が
き
」
が
婦
人
達

自
ら
の
力
で
毎
年
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
間
へ
き
地
で
、
出
稼
ぎ
に

行
っ
た
、
と
う
ち
ゃ
ん
の
留
守
を
守

る
切
実
な
声
が
聞
か
れ
手
．
睾
v

部
落
と
の
距
離
が
あ
り
、
事
業
が
一
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

方
に
片
寄
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
。
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
丸

10月10日号10ページインフルエンザ予防接種日程表で東小学校区2回目実施日を11月21日（金）を11月20日（木）に変更します。
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単
身
者
も
入
居
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
営
（
県
営
）
住
宅
ー

　
市
で
は
、
市
営
住
宅
の
補
欠
入
居

募
集
を
毎
月
一
日
～
五
日
（
五
日
が

休
日
と
な
る
場
合
は
そ
の
前
日
）
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
事
項

に
該
当
す
る
人
は
、
単
身
で
も
入
居

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
身
体
上
ま
た

は
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
た
め
、

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
で
、

市
営
住
宅
へ
の
入
居
が
適
切
で
な
い

と
認
め
ら
れ
る
人
は
入
居
で
き
ま
せ

ん
。
単
身
入
居
可
能
住
宅

　
四
目
町
市
営
住
宅

　
谷
内
丑
市
営
住
宅

　
新
座
県
営
住
宅

（
単
身
で
入
居
す
る
場
合
は
、
い
ず

れ
も
居
室
数
二
以
下
で
す
。
）

入
居
申
込
み
資
格

ω
六
十
歳
（
女
子
に
あ
っ
て
は
五
十

歳
）
以
上
の
人
．

回
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
一
級
～
四
級
ま
で
の

人
。
ω
戦
傷
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
特
別
項
症
～
第
六
項
症
ま
で

ま
た
は
第
一
款
症
の
人
．

ω
原
子
爆
弾
被
爆
の
医
療
等
に
関
す

る
法
律
で
厚
生
大
臣
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
。

困
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
．

内
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
本
邦
へ

引
揚
げ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以

内
の
人
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
申
込
み
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

市
建
設
部
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
B

七
－
三
］
二
番
内
線
二
五
一
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

足
さ
せ
ま
し
た
。

　
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
し
目
以
内

の
範
囲
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
随
時

受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
E

七
－
一
二
一
一
番
内
線
二
一
四
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

停
電
の
総
知
ら
せ

　
▼
十
↓
月
十
八
日
図
　
午
前
九
時

～
午
後
二
時
ま
で
　
中
在
家
、
水
沢
、

市
之
沢
、
大
石
、
太
田
島
第
、
の
一

部
、
南
雲
　
▼
十
一
月
二
十
六
目
茄

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
　
池
谷
、

入
山
▼
十
㎜
月
二
十
八
日
劃
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
新
座
第

二
、
第
三
の
各
一
部
、
本
町
七
の
一

の
】
部
、
本
町
七
の
二
、
三
和
町
、

四
日
町
新
田
第
三
の
一
部
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心
身
障
害
児
（
者
）
の

　
短
期
訓
練
事
業
を
実
施

　
県
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
、
在
宅

障
害
児
（
者
）
の
た
め
の
施
設
オ
ー

プ
ン
化
対
策
と
し
て
、
左
表
の
よ
う

に
心
身
障
害
児
短
期
療
育
事
業
と
精

神
薄
弱
者
生
活
能
力
訓
練
事
業
を
発

　
　
薮
圏
認
認
認
ぎ

蚕
蕪
欝
集

　
昭
和
五
十
六
年
度
採
用
の
市
職
員

を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
　
上
木
技
術
職
・
電
気
技
術
職

資
格
　
大
学
、
短
大
、
高
等
専
門
学

校
及
び
専
門
学
校
の
上
木
系
専
門
課

程
ま
た
は
、
電
気
系
専
門
課
程
の
卒

業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含

む
）
イ
．
＼
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

以
降
に
主
ま
れ
た
人

鋤
　
　
　
⑧購家

　　　　　　～筑前煮～
　野菜のおいしい季節になりました。正月料理としておた

めしください。

　　　　　　　　　　　　■作り方
墨材料と分量（4人前）　　（1〉ごぼう、蓮根、人参は皮を（1〉ごぼう、蓮根、人参は皮を

むき、一口大（やや長め）の

乱切りとし、ごぼうは茄でて
おく。

（2）竹輪も（1）に揃えて切る。椎

茸は一口大のそぎ切り、こん

にゃくも一口大に手でちぎり、

茄でてアク出しをし、水気を

切って空鍋で妙める。（シコシ

じ2の油を熱し、

いた全部の材料を

る。

ア
空
の
大
を
妙

　
　
る

　
　
す
鍋
や
火
材

　
　
コ

さ
除
め
油
み
染

に
豆
で
料
油
味
入
な
を
を

⑥
さ
強
＠
糖
砂
油
な
㈲
ぎ

量分量材

2本

1009

1009

1509

中4コ
小1／2袋

大さじ2

8枚

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
や

輪
参
う
根
茸
に
油
さ

　
　
　
ぼ
　
　
椎
ん
め
で

竹
人
ご
蓮
生
こ
妙
茄
砂糖　 大さじ2・5（4）材料に油がまわったρ，、砂

みりん　　　　〃　1　糖、油、みりんを加え妙め、

　酒　　　　　〃　1．5　砂糖味が染み込んだらしよう

　　．　　　　　　　　　油を入れ、フタをせず汁気が
しょつゆ　　　　〃　4．5
　　　　　　　　　　　なくなるまで妙りつける。
　　　　　　　　　　　（5）火を止め、熱いうちにあお

　　　　　　　　　　　ぎ艶を出す。

回
　　（1）広口の浅い鍋を用いる。

　　（2）最後までフタをしない。

　　（3）熱いうちにあおぐと艶が出る．

　　（4）お年寄り、子供向きには、材料を茄で、やわら

　　　かに。　　　　　　　　　（駅通り　酒井　環）

効
）
ま
で
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
総
務
部
総
務
課

人
事
秘
書
係
（
盈
七
ー
三
一
一
一
番

内
線
≡
二
三
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

癒
鹸
響
響

　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
十
日
町
高
等
学
校
定
時
制
　
六

211．44k㎡（10月1日現在）12，047／面積

申
込
手
続
　
市
総
務
部
総
務
課
へ
、

つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

●
十
口
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書

●
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
は
、
卒
業

見
込
証
明
書

●
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
見
込

者
は
前
年
の
も
の
）

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
十
一
月

十
』
一
日
困
～
二
十
六
日
困
（
消
印
有

万
千
五
百
九
十
四
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
千
円
　
▼
佐
藤
公
一
（
稲

荷
町
二
）
五
万
円
…
香
典
返
し
　
▼

村
山
一
徳
（
新
宮
一
）
一
万
円
…
香

典
返
し

つ
く
し
園
へ

　
▼
㈱
サ
ン
ラ
イ
フ
　
七
万
円

区
分

利
用
入

所
施
設

費
　
　
用

（
日
額
）

日
r
数

事
　
　
業
　
　
内
　
　
容

短
期
療
育
事
業

魚
沼
学
園

障
害
児

　
八
○
○
円

保
護
者

　
八
○
○
円

七
日
以
内

在
宅
療
育
及
び
目
常
生
活
に
関
す
る
止
し

い
知
識
を
習
得
さ
せ
る

生
活
能
力

訓
練
事
業

六
花
園
精
薄
者

　
八
○
○
円

保
護
者

　
八
0
0
円

七
日
以
内

生
活
訓
練
及
び
口
常
生
活
に
関
す
る
止
し

い
知
識
を
習
得
さ
せ
精
神
薄
弱
者
の
社
会

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る

　
　
　
　
細

樋
捻
聡

　
　
　
…
⑳

戦
亀
の

　
　
糠

　
　
櫛

轍 　
　
饗
噸

旨

　
　
　
亥
量
輪
ワ

④

｝㍉触

　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
イ

ハ
樽
　
奪

　
　
し
グ
V

　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

　
　
㌘

　
　
賜
“
’7

響
ρ
ぐ

　
　
　
も

　
　
冷

笠こ

ジ
ゥ

　
貯
、

～鋤
／
．
．
－

／
／
／
ゾ

ハ
轡
／

　
’
㌍

、
、
ヨ
、
δ
〆
餓

驚獅　〆嫉
　
　
　
　
　
　
　
、
く

事
ヒ
が
2
　
齢

　
文
化
・
芸
術
の
秋
を
彩
る
各
地
区

の
文
化
祭
は
、
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん

か
ら
老
人
の
か
た
ま
で
、
皆
さ
ん
が

こ
の
一
年
間
の
文
化
活
動
の
成
果
を

発
揮
さ
れ
て
い
て
、
ど
こ
の
会
場
も

大
盛
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
、
六
十
年
に
一
回
の
庚
申

年
に
あ
た
っ
た
せ
い
か
、
多
く
の
地

区
が
、
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
挙
げ
て

　
秋
の
文
化
行
事
も
終
わ
り
、
冬
が

も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
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唾
駄

、

滋

庭の木、公園の樹木．お地蔵

さんも冬眠に入る準備。

大根も干しあがり．除雪車も

出動準備OK。

子供達は寒さの中でも元気だ。

目
写
防

　
　
　
　
　
2

集
ヨ
特
“。

昂日


